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【抄録】
10年前の調査協力者，断酒期間3年以上のアルコール依存症回復者29名のうち，現時点においても断酒を
継続している9名を対象に，断酒をさらに継続した現段階での依存症観や回復観を明らかにする目的で半構
造化面接を行った．逐語録を質的帰納的に分析した結果，【依存症になる経緯とその後】【アルコール依存症
になる人の特徴】【依存症とは】【アルコール依存症からの回復過程】【依存症からの回復とは】【回復者とし
て思うこと】【依存症と家族関係】【自助グループ・中間施設】の8カテゴリおよび，50サブカテゴリが抽出さ
れた．対象者には，断酒継続して＜さらに10年間たって変わったことと変わらないところ＞があった．さら
に10年断酒を続けたところで，回復とは＜断酒の継続および人や社会との向き合い方＞であるという意味づ
け，＜これからの自分と回復＞への展望，具体的に＜趣味を生かした地域貢献＞や＜仕事への価値づけ＞に
基づく就業へのコミットメントがあった．長期断酒を実践している【回復者として思うこと】には，回復を
目指した当初に＜よき支援者との出会い＞があったこと，＜回復を目指してから現在に至るまでに感じた変
化＞，アルコール依存症と個人要因の関連に加えて＜回復と生活と社会背景＞の関連があること，そうした
中で今は＜生きるのではなく生かされている，「連れて歩く」という考え方＞で臨んでいることがあった．
【Abstract】
Ten	years	ago,	we	conducted	semi-structured	interviews	with	29	persons	with	alcohol	dependence	who	
had	been	abstinent	 from	alcohol	 for	over	3	years.	We	have	conducted	 these	 interviews	again	with	9	
participants	who	had	remained	abstinent	 from	alcohol	over	the	past	10	years.	These	participants	were	
asked	about	their	views	on	dependence	and	recovery.	The	data	were	analyzed	by	qualitative	induction.	
The	 extracted	 categories	 included	 [the	process	 of	 becoming	dependent	 on	 alcohol	 and	 after],	 [the	
characteristics	of	persons	who	become	dependent	on	alcohol],	 [What	 is	dependence?],	 [the	 recovery	
process	 from	alcohol	 dependence],	 [What	 is	 the	 recovery	 from	dependence?],	 [the	perspectives	 of	
recovering	persons],	 [dependence	and	 family	relations],	and	 [self-help	groups	and	transitional	 facilities].	
There	were	also	50	subcategories.	For	the	participants	who	remained	abstinent	from	alcohol	over	the	past	
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Ⅰ．緒言
2000年，断酒が3年以上続いているアルコール依
存症回復者を対象にインタビュー調査を実施した．
協力者はセルフヘルプグループないしその支部の代
表者等29名で，大半がセルフヘルプグループの活動
に積極的にコミットしていた．インタビューガイド
は，「自分にとってセルフヘルプグループとは何か」
「セルフヘルプグループのどこが断酒に役立ってい
るか」「セルフヘルプグループに参加して自分がどう
変わったか」「アルコール依存症からの回復とは何
か」「なぜ自分がアルコール依存症になったと思う
か」「現在，自分は回復していると思うか」「どのよう
なきっかけから回復していったか」等であった1）2）．
インタビューの内容を「セルフヘルプグループの機
能」「何に依拠して自己肯定感を獲得しているか」
等の観点から分析した結果からは，セルフヘルプグ
ループの機能は「ほっとできる時空間」を提供し，精
神的安寧および生き続けるためのエネルギーを供給
することであり，それにより本人は，自己洞察の機
会を得て自己成長を遂げていることが示唆された1）．
さらに，回復とは自己肯定感を取り戻すことであり，
自己肯定の依拠するものから回復像が5つに類型化
された（「社会的に成功している」「セルフヘルプグ
ループで活躍している」「セルフヘルプグループで
支えられている」「仕事も家庭も維持できた」「社会
的な制約から離れた生き方を選択した」）2）．
アルコール依存症からの回復について，岡田3）は
アルコール依存症者が断酒継続により新たにどのよ
うな意識を築いているかを明らかにするために，5年
以上断酒している6名を対象に参加観察と面接調査
を行っている．その結果，回復が断酒を成し遂げよ
うとする自己を自覚しつつ，現実の生活体験に価値
を見出す新たな人生の展開であったこと，断酒者が
酒に苦しむアルコール依存症者に対して救済活動を
行う際，自分の断酒体験を語ることをその役割とし，
相手の断酒決意までも自らの役割責任としない意識
をもっていたこと，これは断酒者が依存的関係に巻
き込まれ断酒に失敗しないための重要な意識であっ
たことを報告している．一方，回復に影響する要因
については岡田ら4）が，依存症者が回復していくう
えでの周囲の態度や偏見の影響に着眼し，一般住民
を対象に断酒しているアルコール依存症者に対する
理解や態度に関して尺度を含む質問紙調査を行って
いる．結果，アルコール依存症を病気と捉える人は
約半数であり依存症に関する知識が浸透していない
こと，人々の「断酒している依存症者への態度」は，
個人的な関与が高くなる項目ほどネガティブな態度
であったことを報告している．また廣5）は，産業医
の立場から，職場のアルコール関連問題における医
療機関と職場間連携（主治医と産業医連携）の重要
性を指摘し，特に職場復帰支援はその効果が発揮さ
れる機会であること，そうはいっても職場復帰がス
ムーズにいくには，本人の飲酒による不適切な言動
が職場内でさほど顕在化しておらず，本人に対する
職場の信頼がさほど損なわれていないことが前提条
件となることを述べている．さらに課題として，ア
ルコール健康障害対策基本法が健康増進事業実施者
に対して，国および地方公共団体が実施するアル
コール健康障害対策に協力するよう努めることを求
めているが，職場における健康の保持増進対策は通
常，労働安全衛生法のもとに行われており，そこで
の具体的な関連づけがなされないと，実質的には推
ten	years,	<there	were	aspects	of	their	lives	that	changed	during	the	10	years	and	aspects	of	their	lives	
that	had	not	changed>.	They	were	able	to	reflect	on	the	question	<What	is	recovery?	>	and	the	outlook	
for	the	idea	<recovery	is	continuing	abstinence	and	confronting	to	people	and	society>	and	<the	future	
and	 recovery>.	Concretely,	 they	hoped	<contributions	 to	 their	 community	 through	hobbies>	and	
commitments	to	staying	or	becoming	employed,	based	on	<valuing	the	working>.	With	regard	to	 [the	
perspectives	 of	 recovering	persons],	 the	participants	had	<encountered	 a	good	 supporter>	at	 the	
beginning	of	 the	recovery	process,	and	 felt	<the	change	 from	abstinence	 from	alcohol	 to	now>.	They	
found	the	relationship	between	an	alcoholic	and	personal	factors,	and	relationships	among	<the	recovery	
process,	their	lives,	and	their	social	backgrounds>.	Lastly,	they	faced	<the	view	that	they	were	not	living,	
but	were	kept	alive>	and	<the	view	that	they	were	walking	with	an	addiction>.
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進しづらいことを指摘している．
さらに回復に影響する要因として，薬物療法の進
歩が見逃せない．これまでの抗酒剤とは別に，アル
コール依存症断酒維持補助薬（商品名レグテクト®，
アカンプロサートカルシウム）がわが国でも使用さ
れるようになった．国内第Ⅲ相臨床試験では，アル
コール依存症患者を対象にプラセボを含む二重盲検
並行群間比較試験が実施され，主要評価科目である
治療薬投与期間中の完全断酒率は本剤群が47.2％，
プラセボ群が36.0%，本剤群が有意に高かったこと
が明らかにされている6）．これはどん底から這い上
がる治療に替わって，軽症のうちから患者の回復を
促す治療の登場を意味している7）．次いで現在は，
ナルメフェンの上市に向けた研究が進んでおり，こ
れはオピオイド受容体のアンタゴニストで，作用機
序はアカンプロサートカルシウムとは異なり，むし
ろナルトレキソンに似ているという7）．こうした薬
物療法の発展の一方で，廣中7）は薬物療法単独の効
果は大きくないことを紹介している．薬物療法を支
える精神療法という位置づけを提示するとともに，
それに比して自助グループの治療効果に関するエビ
デンス，国際所見が多いことを紹介している．
一方で今村8）は，依存症からの回復を目指す治療
プログラムで，1980年代後半より米国で広く行われ
ている統合的外来覚醒剤依存治療プログラム，「マ
トリックス・モデル」を参考にして作られた
SMARPP（Serigaya	Methamphetamine	Relapse	
Prevention	Program;	スマープ）の開発と実践，普
及を紹介している．そこでは「治療中の再使用は大
した問題ではない．問題視すべきは治療からの離脱
である」こと，「1センチでもドアが開いていたら，
そこに足先を突っ込んで介入を行う」等のマトリッ
クス・モデルの方針と，SMARPP の実践として，
参加条件に「断薬の決意」を必ずしも求めないこと，
セッション開始時には毎回，薬物の使用状況につい
てシールを貼って示してもらっていること，セッ
ションで使用するワークブックでは自分にとっての
「引き金」は何であり，どう対処すればよいかの対
処スキルの取得に重きを置いていること等を述べて
いる．他にもこうした SMARPP の効果については，
治療の継続性向上のみならず自助グループ等他資源
の利用率を高めることも含めて，数字をもって報告
されている9）10）．
上記プログラムの方針でも明らかであるが，近年
はアルコール依存症に限らず物質使用障害やアディ
クション全般の回復において，ハームリダクション
の概念が浸透している．ハームリダクションとは，
依存症からの100％の回復を目指すのではなく，少
しでも使用の小さい依存対象への移行を目指す，少
しでも依存の程度を軽減させることを目指す姿勢で
ある11）．もともとは，依存行動を止められなくとも，
せめてそれによる合併症や害を防ぐといった方策を
意味した．アディクション治療が決して容易ではな
いこと，アディクションの社会的影響が甚大である
こと，そのようなアディクションが，行為依存に代
表されるように増々拡大・多様化していることを加
味すると，より現実的な回復イメージと，それに向
けて具体的な支援法が想定できる回復の定義が必須
だったものと推察する．アディクションが，いかに
人間や社会の本質を問う課題であるかを示唆する概
念ともいえよう．以上のようにハームリダクション
の浸透，アルコール依存症の治療選択肢や方針の進
歩と拡大が進む中，一方で何年にもわたって断酒を
継続している回復者がいる．われわれは，彼らがな
ぜ長期にわたって断酒を継続できるのか，その1つ
の要因として回復者が，長期断酒継続を経て獲得し
た依存症観や回復観が寄与している可能性を考えた．
そこで本研究では，冒頭で述べた先行研究1）2）の
協力者の中から，その後も断酒が継続している回復
者を対象に，依存症観や回復観，依存症になったこ
ととそこから回復することの意味づけ等について半
構造化面接を実施し，その内実を明らかにすること
を目的とした．なお本研究では，依存症観を「依存
症に対する心象および主観的な意味づけ」と，回復
観を「依存症からの回復に対する心象と主観的な意
味づけ」と定義する．
Ⅱ．研究方法
上記アルコール依存症回復者（上述した先行研	
究1）2）の協力者）の中で，その後も断酒を継続して
いる者9名を対象に，半構造化面接を行った．選別
の際は断酒歴13年以上で居住が関東圏であることを
要件とした．面接時間は60分間程度とし，実施場所
は対象者が所属する自助グループの開催地等，対象
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者の希望する場所とした．
インタビュー内容は，事前に対象者より承諾を得
て IC レコーダーに録音し，逐語録を作成した．イ
ンタビューガイドは，依存症回復者の「10年前の回
復した状態と今の状態との相違」「10年前の依存症
観と回復観，今の依存症観と回復観の相違」「依存
症になったことと，そこから回復したことの意味」
「これからの課題」「回復に必要な支援」であった．
分析方法は質的帰納的分析を用いた．逐語録のデー
タを意味ある文章ごとに切片化し，内容を端的に表
すコード名を付加，それらを吟味して共通項を集約
し，サブカテゴリ化，カテゴリ化と進めて抽象化を
図った．分析内容の信頼性，妥当性を確保するため
に質的研究に精通した研究者に随時，助言を得た．
調査期間は2011年8月から同年12月までであった．
最後に倫理的配慮として，対象候補者および対象
者には，調査協力を依頼する際に以下のことを口頭
および文面で伝えた．1）調査協力の同意・不同意は
本人の自由意志によること，2）面接調査の途中で協
力を中断することも可であること，3）得られた情報
の活用にあたっては，個人が特定されないよう配慮
されること，4）録音データは逐語録作成後に削除さ
れること，5）逐語録は外部に漏洩されないよう，研
究者の責任にて研究室の施錠可能な書庫にて保管さ
れること，6）データは学会発表・論文作成後すべて
破棄されること．なお本研究は，A大学保健医療
学部倫理審査会の承認を得て実施した【承認番号
124111853】．
Ⅲ . 結果
対象者は全員男性で，年齢および断酒年数は40歳
代が1名（断酒13年），50歳代が2名（断酒16年，20年），
60歳代が2名（断酒23年，24年），70歳代が3名（断酒
23年，26年，30年），80歳代が1名（断酒42年）であった．
次に，作成した逐語録のデータを質的帰納的に分析
した結果，以下の8カテゴリが見いだせた．【依存症
になる経緯とその後】【アルコール依存症になる人
の特徴】【依存症とは】【アルコール依存症からの回
復過程】【依存症からの回復とは】【回復者として思
うこと】【依存症と家族関係】【自助グループ・中間
施設】．以降本文中ではカテゴリを【】で，サブカ
テゴリを＜＞で，コードを［］で示す．
なお【依存症になる経緯とその後】は，＜依存し
ないと社会生活が送れなかった＞＜アルコール依存
症になりやすい家系＞＜飲み始めたのが少年時代＞
＜もともと飲めなかったが仕事で飲まされた＞＜社
会生活への支障＞＜入院，再飲酒の繰りかえし＞	
＜アルコールによる後遺症＞の7サブカテゴリから，
【アルコール依存症になる人の特徴】は，＜まじめ
で几帳面，一生懸命＞＜感情を客観視できない＞	
＜人間関係を作るのが下手＞＜暴力的な発想や感	
覚＞の4サブカテゴリから，【依存症とは】は，＜器
質的な問題＞＜社会生活や生き方の歪み＞＜有益な
依存＞＜依存症についての無知＞の4サブカテゴリ
から，【アルコール依存症からの回復過程】は，＜回
復過程での危うさ＞＜人間関係をきちんと構築す	
る＞＜断酒の苦悩＞＜さらに10年間たって変わった
ことと変わらないところ＞の4サブカテゴリから構
成された．
また【依存症からの回復とは】は，＜断酒の継続
および人や社会との向き合い方＞＜これからの自分
と回復＞＜趣味を生かした地域貢献＞＜仕事への価
値づけ＞の4サブカテゴリから，【回復者として思う
こと】は，＜よき支援者との出会い＞＜回復を目指し
てから現在に至るまでに感じた変化＞＜回復と生活
と社会背景＞＜生きるのではなく生かされている，
「連れて歩く」という考え方＞＜アルコール依存症
でも環境次第でそれなりの人生を送れるのでは＞	
＜専門家に望むこと＞＜社会への要望＞の7サブカ
テゴリから，【依存症と家族関係】は，＜依存症の
家族＞＜父親への思い＞＜母親への思い＞＜兄弟と
の確執＞＜妻への虐げ＞＜子どもとの関係＞＜妻に
気づかされた共依存＞＜家族に対する甘え＞＜機能
不全家族とAC＞＜妻との和解＞の10サブカテゴリ
から，【自助グループ・中間施設】は，＜自助グルー
プの役割＞＜AAについて＞＜断酒会について＞
＜中間施設について＞＜自助グループ等間の相違＞
＜様々な自助グループとその歴史＞＜自助グループ
の悩みと限界＞＜自助グループに通うことをいつま
で続けるか＞＜自助グループを自分で立ち上げた＞
＜回復者として届けたい思い＞の10サブカテゴリか
ら構成された．カテゴリごとのサブカテゴリとコー
ドの抜粋を，表1，表2，表3，表4，表5，表6，表7，
表8に示す．
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緯
と
そ
の
後
（
カ
テ
ゴ
リ
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
依
存
し
な
い
と
社
会
生
活
が
送
れ
な
か
っ
た
（
21
）
飲
ん
だ
理
由
は
，
身
体
障
害
者
だ
と
い
う
引
け
目
や
精
神
的
な
弱
さ
，
し
ら
ふ
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
お
酒
を
飲
む
と
嫌
な
こ
と
や
辛
い
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
る
．
酔
い
か
ら
醒
め
る
と
苦
し
く
な
る
，
忘
れ
る
た
め
に
さ
ら
に
飲
む
○
○
県
出
身
で
都
会
で
言
葉
が
通
じ
ず
に
無
口
に
な
り
，
心
を
許
せ
ず
，
し
ん
ど
か
っ
た
こ
と
が
依
存
症
の
糸
口
か
も
し
れ
な
い
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
ち
ょ
っ
と
酒
を
飲
ん
だ
ら
う
ま
く
い
っ
た
，
す
る
と
酒
を
飲
む
と
何
か
が
で
き
る
と
い
う
錯
覚
を
し
て
そ
れ
を
続
け
て
き
た
し
ら
ふ
で
人
間
関
係
を
作
る
の
が
下
手
で
，
お
酒
が
な
い
と
社
会
生
活
を
送
れ
な
い
人
間
だ
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
り
や
す
い
家
系
（
5）
母
親
の
家
系
で
2人
，
父
親
の
家
系
で
も
2人
ア
ル
コ
ー
ル
で
死
ん
で
い
る
．
「
家
系
を
調
べ
ろ
」
と
い
う
が
や
は
り
遺
伝
は
あ
る
依
存
症
に
な
り
回
復
し
た
の
は
必
然
．
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
依
存
症
に
な
る
か
も
．
遺
伝
的
体
質
だ
と
思
う
，
必
然
父
親
も
依
存
症
だ
っ
た
し
，
そ
う
い
う
家
庭
環
境
だ
っ
た
．
そ
う
い
う
環
境
の
中
で
，
お
酒
は
常
に
あ
っ
た
し
飲
ん
で
よ
い
も
の
だ
と
い
う
従
兄
弟
と
☐
☐
の
断
酒
会
で
一
緒
に
な
っ
た
，
完
全
に
家
系
．
回
復
し
た
の
は
自
分
だ
け
飲
み
始
め
た
の
が
少
年
時
代
(7
)
存
在
感
の
な
い
少
年
だ
っ
た
が
14
歳
で
ア
ル
コ
ー
ル
と
出
会
い
こ
れ
だ
と
思
っ
た
焼
酎
大
国
の
△
△
で
も
い
な
い
く
ら
い
，
酒
を
飲
ん
で
い
た
少
年
時
代
も
と
も
と
飲
め
な
か
っ
た
が
仕
事
で
飲
ま
さ
れ
た
（
5）
布
団
職
人
で
，
周
り
も
飲
み
な
が
ら
や
っ
て
い
た
．
初
め
は
お
酒
が
体
に
合
わ
な
い
と
思
っ
て
飲
め
な
か
っ
た
徒
弟
制
度
の
名
残
で
，
飲
む
打
つ
買
う
は
男
の
勲
章
だ
っ
た
．
飲
め
な
い
の
に
む
せ
な
が
ら
飲
ま
さ
れ
た
社
会
生
活
へ
の
支
障
（
20
）
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
進
行
性
の
病
気
と
い
う
が
実
際
そ
う
で
，
ど
ん
な
に
飲
ん
で
も
酔
わ
な
く
な
っ
て
く
る
連
続
飲
酒
で
仕
事
に
い
け
な
く
な
っ
て
く
び
に
な
っ
た
お
金
が
な
く
な
っ
て
，
車
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
も
，
貯
金
箱
を
壊
し
て
走
っ
て
飲
み
に
い
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
お
酒
を
1口
飲
ん
だ
時
の
生
き
ら
れ
る
と
い
う
感
覚
，
戻
し
て
し
ま
っ
て
も
生
き
ら
れ
る
と
思
う
，
這
い
ず
り
回
っ
て
の
た
う
ち
回
る
感
覚
人
間
不
信
に
陥
っ
た
の
は
依
存
症
が
最
も
悪
い
時
．
助
け
て
く
れ
と
い
っ
て
も
だ
れ
も
助
け
て
く
れ
な
い
酔
っ
て
い
れ
ば
怖
い
も
の
な
し
，
お
酒
が
必
需
品
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
，
最
後
に
は
家
族
を
脅
し
て
で
も
お
酒
を
飲
も
う
と
し
て
い
た
入
院
，
再
飲
酒
の
繰
り
か
え
し
（
4）
1か
月
入
院
し
て
，
退
院
し
た
ら
す
ぐ
飲
ん
で
し
ま
っ
て
，
次
は
3か
月
，
9か
月
と
入
院
が
伸
び
て
い
っ
た
が
長
さ
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
病
院
を
変
え
て
断
酒
会
に
つ
な
が
り
，
そ
れ
で
も
3年
し
た
ら
飲
ん
で
し
ま
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
後
遺
症
（
5）
ア
ル
コ
ー
ル
の
後
遺
症
で
大
腿
骨
頭
壊
死
に
な
っ
た
酒
で
屋
根
か
ら
落
ち
た
．
後
遺
症
で
手
が
し
び
れ
て
，
仕
事
に
も
支
障
が
出
て
「
ぶ
ら
ぶ
ら
病
」
と
い
わ
れ
た
う
つ
病
に
な
っ
た
が
今
ま
で
暴
力
を
ふ
る
っ
て
き
た
家
族
か
ら
は
見
放
さ
れ
，
断
酒
し
て
７
年
目
だ
っ
た
が
も
う
断
酒
は
お
し
ま
い
だ
と
思
っ
た
表
2.
 ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
人
の
特
徴
（
カ
テ
ゴ
リ
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
ま
じ
め
で
几
帳
面
，
一
生
懸
命
（
5）
仲
間
に
共
通
し
て
い
て
，
完
璧
で
几
帳
面
で
計
画
的
し
ら
ふ
の
時
は
ま
じ
め
で
，
酒
を
飲
む
と
で
た
ら
め
に
な
る
極
端
な
話
，
自
由
に
さ
せ
て
や
れ
ば
酒
が
止
ま
る
人
間
は
結
構
い
る
と
思
う
．
ま
じ
め
だ
か
ら
規
則
な
ん
か
を
気
に
す
る
感
情
を
客
観
視
で
き
な
い
（
6）
怒
鳴
ら
な
く
な
っ
て
10
年
は
経
っ
て
い
る
け
ど
，
消
化
さ
れ
て
い
な
い
失
敗
を
公
表
で
き
な
い
人
間
関
係
を
作
る
の
が
下
手
（
5）
根
本
的
な
課
題
は
ず
っ
と
引
き
ず
っ
て
い
る
，
人
間
関
係
を
作
る
の
が
と
に
か
く
下
手
断
酒
会
で
も
人
間
関
係
が
駄
目
で
辞
め
て
い
く
人
が
結
構
い
る
，
話
し
合
い
や
議
論
が
で
き
な
い
仲
間
に
す
ぐ
に
自
分
を
さ
ら
け
出
せ
る
人
間
だ
っ
た
ら
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
ら
な
か
っ
た
暴
力
的
な
発
想
や
感
覚
（
6）
感
覚
が
最
初
か
ら
ず
れ
て
い
て
，
今
も
暴
力
的
な
感
覚
が
残
っ
て
い
る
行
動
自
体
は
抑
え
て
い
て
怒
鳴
っ
た
り
は
し
な
い
け
れ
ど
，
頭
の
中
に
最
初
に
怒
り
が
出
て
く
る
技
術
的
な
も
の
は
習
う
と
学
習
で
き
る
が
，
一
番
問
題
な
の
は
発
想
で
，
発
想
は
変
わ
ら
な
い
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表
3.
 依
存
症
と
は
（
カ
テ
ゴ
リ
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
器
質
的
な
問
題
（
3）
依
存
症
は
脳
の
病
気
．
遺
伝
が
45
%
と
い
わ
れ
て
遺
伝
な
ら
し
ょ
う
が
な
い
と
納
得
で
き
た
で
き
れ
ば
飲
み
続
け
た
か
っ
た
が
，
ア
ル
コ
ー
ル
を
一
生
も
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
1杯
飲
ん
で
し
ま
う
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
て
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
体
質
社
会
生
活
や
生
き
方
の
歪
み
（
18
）
以
前
は
お
酒
の
力
を
借
り
て
な
ん
と
か
や
っ
て
い
た
だ
け
で
，
未
熟
だ
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
に
と
っ
て
は
，
お
酒
を
止
め
た
こ
と
が
一
番
幸
せ
な
ん
だ
と
感
じ
て
い
か
な
い
と
ま
た
飲
ん
で
し
ま
う
薬
も
パ
チ
ン
コ
も
お
金
が
か
か
る
，
お
酒
が
一
番
安
い
．
悪
い
依
存
が
回
っ
て
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
く
な
っ
て
い
た
苦
し
い
現
状
を
忘
れ
る
た
め
に
泥
酔
す
る
，
苦
し
く
て
も
ぶ
っ
倒
れ
る
ま
で
飲
む
，
酔
い
と
い
う
中
間
が
な
く
，
飲
ま
な
き
ゃ
生
き
て
い
け
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
問
題
を
先
送
り
に
し
て
い
る
か
ら
雪
だ
る
ま
式
に
大
き
く
な
り
，
潰
れ
そ
う
に
な
る
か
ら
逃
げ
る
の
繰
り
返
し
ア
ル
コ
ー
ル
の
人
は
真
面
目
，
だ
か
ら
な
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
．
そ
れ
に
気
づ
い
て
，
新
し
い
生
き
方
を
す
る
と
き
に
気
が
つ
け
ば
回
復
で
き
る
た
だ
恨
む
心
が
強
か
っ
た
．
人
を
恨
ん
で
腹
が
立
っ
て
，
そ
れ
に
気
づ
か
ず
が
む
し
ゃ
ら
に
飲
ん
で
い
た
有
益
な
依
存
(3
)
A
A
や
断
酒
会
は
自
分
に
と
っ
て
よ
い
依
存
．
酒
を
切
ら
せ
て
く
れ
た
依
存
症
に
つ
い
て
の
無
知
（
2）
知
ら
な
い
う
ち
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
病
気
に
な
っ
て
い
て
，
止
め
て
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
に
気
づ
い
て
く
る
無
知
で
飲
ん
で
い
た
．
子
ど
も
の
頃
か
ら
誰
で
も
な
る
病
気
だ
と
知
っ
て
い
れ
ば
多
少
は
違
っ
た
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
回
復
過
程
で
の
危
う
さ
（
31
）
ド
ラ
イ
ド
ラ
ン
ク
の
よ
う
な
状
態
で
，
お
酒
が
止
め
ら
れ
た
ん
だ
か
ら
も
う
完
璧
だ
く
ら
い
の
感
覚
で
い
た
語
気
が
強
い
と
指
摘
さ
れ
た
ら
気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
り
，
そ
ん
な
ふ
う
に
見
え
て
く
る
の
が
７
年
目
く
ら
い
だ
っ
た
だ
ん
だ
ん
周
り
か
ら
気
を
遣
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
，
「
す
ぐ
怒
る
か
ら
」
と
い
わ
れ
て
実
際
怒
っ
て
し
ま
っ
た
り
，
そ
れ
は
や
は
り
変
だ
ろ
う
と
断
酒
20
年
目
か
ら
人
の
た
め
に
や
る
，
基
礎
を
や
っ
た
．
そ
こ
で
い
い
加
減
な
や
り
か
た
を
し
て
い
た
ら
本
当
に
30
年
目
に
飲
ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
○
○
会
の
大
先
輩
は
断
酒
を
30
年
や
っ
た
が
飲
ん
で
し
ま
っ
て
失
敗
し
た
断
酒
し
て
3～
10
年
く
ら
い
の
時
は
万
能
感
が
あ
っ
て
何
を
し
て
も
嬉
し
か
っ
た
「
自
分
の
回
復
な
ん
だ
」
と
い
っ
て
い
る
う
ち
は
ま
だ
自
分
中
心
の
考
え
が
残
っ
て
い
る
．
客
観
的
な
も
の
の
見
方
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
回
復
の
1つ
の
尺
度
か
も
し
れ
な
い
回
復
し
て
い
る
っ
て
い
う
の
は
高
慢
な
感
覚
試
練
に
出
会
っ
て
も
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
や
周
囲
の
支
え
が
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
，
た
だ
苦
し
み
は
生
き
る
限
り
続
く
人
間
関
係
を
き
ち
ん
と
構
築
す
る
（
5）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
な
い
か
ら
人
間
関
係
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て
き
た
お
か
し
い
と
い
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
が
社
会
復
帰
．
日
頃
の
言
動
が
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
と
職
場
の
人
で
も
い
っ
て
く
れ
な
い
し
，
ま
し
て
や
知
ら
な
い
人
は
ま
ず
離
れ
て
し
ま
う
人
間
関
係
を
う
ま
く
や
っ
て
い
る
人
が
A
A
で
の
活
動
を
伝
え
て
い
か
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
集
団
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
人
た
ち
，
会
社
の
中
で
そ
う
い
う
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
が
役
割
断
酒
の
苦
悩
（
28
）
断
酒
の
一
番
最
初
は
き
つ
い
．
自
分
で
は
止
め
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
断
酒
5年
目
く
ら
い
で
，
安
心
し
て
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
な
ら
よ
い
か
と
い
う
時
期
が
く
る
．
そ
の
時
に
仲
間
と
い
る
か
い
な
い
か
で
変
わ
る
酒
も
止
ま
っ
た
ん
だ
か
ら
何
か
し
な
き
ゃ
と
い
う
の
が
出
て
く
る
．
あ
れ
だ
け
好
き
な
酒
を
止
め
さ
せ
ら
れ
た
ん
だ
か
ら
と
ど
こ
へ
い
っ
て
も
ア
ル
中
だ
と
い
っ
て
自
分
の
立
場
を
認
識
し
て
い
る
，
そ
う
で
な
い
と
手
を
出
し
て
し
ま
う
止
め
た
て
は
相
当
き
つ
い
，
す
ぐ
に
職
場
に
戻
れ
な
い
人
も
い
る
止
め
た
て
の
頃
は
，
し
ら
ふ
で
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
相
当
き
つ
い
．
断
酒
し
て
職
場
復
帰
し
た
と
き
は
，
こ
の
ま
ま
だ
と
酒
を
飲
む
と
思
っ
た
の
で
社
長
に
直
訴
し
て
他
の
部
署
に
移
し
て
も
ら
っ
た は
け
口
が
な
く
て
，
断
酒
会
の
例
会
で
吐
き
出
せ
と
簡
単
に
い
わ
れ
て
も
そ
う
は
い
か
な
い
表
4.
 ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
過
程
（
カ
テ
ゴ
リ
）
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サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
さ
ら
に
10
年
間
た
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
と
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
10
年
間
余
計
に
例
会
に
通
っ
て
，
そ
れ
を
目
指
し
て
通
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
結
果
的
に
家
族
と
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
（
19
）
10
年
前
は
ま
だ
，
し
ら
ふ
で
家
族
と
向
き
合
っ
て
話
を
す
る
と
い
う
の
が
全
然
で
き
て
い
な
か
っ
た
子
ど
も
と
も
ま
だ
面
と
向
き
合
っ
て
話
が
で
き
て
い
な
い
．
当
然
，
妻
と
の
会
話
も
ギ
ス
ギ
ス
し
て
い
る
の
が
続
い
て
い
る
10
年
前
に
は
，
ア
ル
中
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
仲
間
の
話
を
聞
い
て
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
た
10
年
前
と
延
長
線
上
だ
け
れ
ど
同
じ
と
い
う
事
は
な
い
，
常
に
変
化
し
て
い
く
の
は
間
違
い
な
い
10
年
前
は
一
生
懸
命
自
助
グ
ル
ー
プ
に
い
っ
て
い
た
が
，
卒
業
し
て
し
ま
っ
た
．
自
助
グ
ル
ー
プ
の
中
に
い
れ
ば
楽
だ
っ
た
が
，
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
か
ら
死
に
た
か
っ
た
自
助
グ
ル
ー
プ
で
や
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
．
と
に
か
く
世
の
中
に
出
て
み
る
，
そ
れ
が
も
う
1つ
の
ス
テ
ッ
プ
じ
ゃ
な
い
か
と
10
年
前
は
経
験
も
知
識
も
情
報
も
な
か
っ
た
．
た
く
さ
ん
経
験
を
も
っ
て
い
る
人
を
見
て
そ
う
な
り
た
い
と
思
っ
て
き
た
10
年
経
っ
て
，
生
き
方
の
基
本
は
変
わ
ら
な
い
け
れ
ど
智
恵
は
つ
き
，
対
処
法
が
わ
か
っ
て
く
る
．
お
酒
と
の
距
離
の
絶
対
値
は
変
わ
ら
な
い
が
感
覚
が
違
う
不
安
や
恐
れ
は
10
年
前
と
変
わ
ら
な
い
，
で
も
今
は
不
安
や
恐
れ
を
非
常
に
穏
や
か
に
見
れ
る
A
A
に
つ
な
が
っ
て
も
ま
だ
死
ぬ
こ
と
の
恐
れ
が
あ
っ
た
が
，
さ
ら
に
10
年
た
っ
て
自
立
心
が
芽
生
え
，
死
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
仕
方
な
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
表
5.
 依
存
症
か
ら
の
回
復
と
は
（
カ
テ
ゴ
リ
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
断
酒
の
継
続
お
よ
び
人
や
社
会
と
の
向
き
合
い
方
断
酒
歴
は
他
の
依
存
症
の
回
復
の
手
助
け
の
歴
史
．
断
酒
の
年
月
で
は
な
く
熟
成
す
る
こ
と
，
た
だ
断
酒
し
た
だ
け
で
威
張
っ
た
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
(7
3)
最
終
目
標
は
社
会
の
一
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
現
実
に
生
き
る
，
地
べ
た
に
足
を
つ
け
て
生
き
て
い
る
こ
と
．
幸
せ
な
ん
て
簡
単
な
言
葉
で
あ
る
わ
け
が
な
い
回
復
と
は
，
あ
る
も
の
す
べ
て
受
け
入
れ
て
生
き
て
い
く
力
．
感
情
を
整
理
す
る
の
が
う
ま
く
な
っ
た
あ
る
程
度
自
分
で
で
き
て
初
め
て
人
の
世
話
を
す
る
こ
と
が
大
事
，
社
会
的
に
人
並
み
で
な
い
と
人
生
割
り
切
れ
な
か
っ
た
り
我
慢
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
の
を
い
か
に
乗
り
越
え
て
い
け
る
か
，
断
酒
を
続
け
る
中
で
引
き
出
し
が
増
え
て
い
っ
て
楽
に
な
っ
た
価
値
観
の
違
う
人
と
会
う
こ
と
で
，
違
う
も
の
の
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
性
格
そ
の
も
の
は
変
わ
ら
な
い
，
人
と
関
わ
っ
て
軌
道
修
正
し
て
続
け
て
い
く
社
会
復
帰
は
一
番
最
初
の
頃
に
も
で
き
る
，
家
族
と
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
る
の
が
回
復
の
本
質
ア
ル
中
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
は
わ
か
る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
だ
っ
た
の
が
自
分
の
人
生
の
ス
テ
ッ
プ
．
依
存
症
に
か
か
っ
て
新
し
く
生
き
直
し
て
新
し
い
人
生
が
で
き
た
自
分
の
無
力
さ
を
子
ど
も
の
不
登
校
か
ら
学
ん
だ
，
そ
う
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
り
し
て
き
た
の
が
回
復
な
ん
だ
と
思
う
無
力
さ
に
気
づ
い
た
の
が
5年
か
ら
10
年
の
間
．
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
に
「
5年
経
っ
て
や
っ
と
話
せ
る
」
と
い
わ
れ
た
．
こ
れ
ま
で
話
せ
て
い
な
か
っ
た
自
分
が
ど
こ
ま
で
謙
虚
に
な
れ
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
，
自
分
で
決
め
る
の
で
は
な
く
そ
う
い
う
回
復
は
周
り
が
決
め
て
く
れ
る
生
き
て
い
る
限
り
こ
れ
が
回
復
だ
，
こ
れ
が
10
0％
だ
と
い
う
こ
と
は
な
い
．
今
日
1日
与
え
ら
れ
た
も
の
を
受
け
入
れ
て
い
く
，
そ
れ
を
忠
実
に
や
っ
て
い
く
の
が
回
復
回
復
と
は
生
き
る
こ
と
，
穏
や
か
に
健
康
に
感
謝
自
助
グ
ル
ー
プ
で
終
わ
ら
ず
，
自
助
グ
ル
ー
プ
の
中
に
身
を
置
か
な
い
で
，
社
会
の
中
で
生
き
て
い
け
て
こ
そ
回
復
と
い
う
の
が
あ
る
の
な
ら
ば
，
あ
る
と
思
う
回
復
は
い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
る
，
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
絶
対
な
い
社
会
と
き
ち
ん
と
関
わ
れ
る
か
，
迷
惑
を
か
け
て
き
た
人
た
ち
と
お
つ
き
あ
い
で
き
る
か
，
会
社
で
ア
ル
コ
ホ
ー
リ
ッ
ク
だ
と
い
う
こ
と
を
出
せ
る
か
ア
ル
コ
ホ
ー
リ
ッ
ク
で
も
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
に
生
き
て
社
会
の
中
で
も
使
っ
て
い
る
人
を
見
る
と
素
晴
ら
し
い
と
思
う
，
そ
う
い
う
人
は
社
会
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
は
ず
自
分
の
回
復
と
家
族
の
回
復
と
社
会
の
回
復
が
揃
っ
た
と
き
が
本
当
の
回
復
飲
ん
で
い
た
ら
死
ん
で
い
た
．
今
生
き
て
い
ら
れ
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
り
感
謝
．
そ
れ
が
回
復
し
続
け
て
い
る
こ
と
の
意
味
人
間
性
，
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
ち
ゃ
ん
と
す
る
こ
と
で
回
復
に
つ
な
が
る
．
日
々
の
努
力
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
常
に
考
え
て
い
る
表
4.
 ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
過
程
（
カ
テ
ゴ
リ
）
（
続
き
）
表
3.
 依
存
症
と
は
（
カ
テ
ゴ
リ
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
器
質
的
な
問
題
（
3）
依
存
症
は
脳
の
病
気
．
遺
伝
が
45
%
と
い
わ
れ
て
遺
伝
な
ら
し
ょ
う
が
な
い
と
納
得
で
き
た
で
き
れ
ば
飲
み
続
け
た
か
っ
た
が
，
ア
ル
コ
ー
ル
を
一
生
も
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
1杯
飲
ん
で
し
ま
う
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
て
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
体
質
社
会
生
活
や
生
き
方
の
歪
み
（
18
）
以
前
は
お
酒
の
力
を
借
り
て
な
ん
と
か
や
っ
て
い
た
だ
け
で
，
未
熟
だ
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
に
と
っ
て
は
，
お
酒
を
止
め
た
こ
と
が
一
番
幸
せ
な
ん
だ
と
感
じ
て
い
か
な
い
と
ま
た
飲
ん
で
し
ま
う
薬
も
パ
チ
ン
コ
も
お
金
が
か
か
る
，
お
酒
が
一
番
安
い
．
悪
い
依
存
が
回
っ
て
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
く
な
っ
て
い
た
苦
し
い
現
状
を
忘
れ
る
た
め
に
泥
酔
す
る
，
苦
し
く
て
も
ぶ
っ
倒
れ
る
ま
で
飲
む
，
酔
い
と
い
う
中
間
が
な
く
，
飲
ま
な
き
ゃ
生
き
て
い
け
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
問
題
を
先
送
り
に
し
て
い
る
か
ら
雪
だ
る
ま
式
に
大
き
く
な
り
，
潰
れ
そ
う
に
な
る
か
ら
逃
げ
る
の
繰
り
返
し
ア
ル
コ
ー
ル
の
人
は
真
面
目
，
だ
か
ら
な
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
．
そ
れ
に
気
づ
い
て
，
新
し
い
生
き
方
を
す
る
と
き
に
気
が
つ
け
ば
回
復
で
き
る
た
だ
恨
む
心
が
強
か
っ
た
．
人
を
恨
ん
で
腹
が
立
っ
て
，
そ
れ
に
気
づ
か
ず
が
む
し
ゃ
ら
に
飲
ん
で
い
た
有
益
な
依
存
(3
)
A
A
や
断
酒
会
は
自
分
に
と
っ
て
よ
い
依
存
．
酒
を
切
ら
せ
て
く
れ
た
依
存
症
に
つ
い
て
の
無
知
（
2）
知
ら
な
い
う
ち
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
病
気
に
な
っ
て
い
て
，
止
め
て
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
に
気
づ
い
て
く
る
無
知
で
飲
ん
で
い
た
．
子
ど
も
の
頃
か
ら
誰
で
も
な
る
病
気
だ
と
知
っ
て
い
れ
ば
多
少
は
違
っ
た
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
回
復
過
程
で
の
危
う
さ
（
31
）
ド
ラ
イ
ド
ラ
ン
ク
の
よ
う
な
状
態
で
，
お
酒
が
止
め
ら
れ
た
ん
だ
か
ら
も
う
完
璧
だ
く
ら
い
の
感
覚
で
い
た
語
気
が
強
い
と
指
摘
さ
れ
た
ら
気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
り
，
そ
ん
な
ふ
う
に
見
え
て
く
る
の
が
７
年
目
く
ら
い
だ
っ
た
だ
ん
だ
ん
周
り
か
ら
気
を
遣
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
，
「
す
ぐ
怒
る
か
ら
」
と
い
わ
れ
て
実
際
怒
っ
て
し
ま
っ
た
り
，
そ
れ
は
や
は
り
変
だ
ろ
う
と
断
酒
20
年
目
か
ら
人
の
た
め
に
や
る
，
基
礎
を
や
っ
た
．
そ
こ
で
い
い
加
減
な
や
り
か
た
を
し
て
い
た
ら
本
当
に
30
年
目
に
飲
ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
○
○
会
の
大
先
輩
は
断
酒
を
30
年
や
っ
た
が
飲
ん
で
し
ま
っ
て
失
敗
し
た
断
酒
し
て
3～
10
年
く
ら
い
の
時
は
万
能
感
が
あ
っ
て
何
を
し
て
も
嬉
し
か
っ
た
「
自
分
の
回
復
な
ん
だ
」
と
い
っ
て
い
る
う
ち
は
ま
だ
自
分
中
心
の
考
え
が
残
っ
て
い
る
．
客
観
的
な
も
の
の
見
方
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
回
復
の
1つ
の
尺
度
か
も
し
れ
な
い
回
復
し
て
い
る
っ
て
い
う
の
は
高
慢
な
感
覚
試
練
に
出
会
っ
て
も
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
や
周
囲
の
支
え
が
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
，
た
だ
苦
し
み
は
生
き
る
限
り
続
く
人
間
関
係
を
き
ち
ん
と
構
築
す
る
（
5）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
な
い
か
ら
人
間
関
係
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て
き
た
お
か
し
い
と
い
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
が
社
会
復
帰
．
日
頃
の
言
動
が
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
と
職
場
の
人
で
も
い
っ
て
く
れ
な
い
し
，
ま
し
て
や
知
ら
な
い
人
は
ま
ず
離
れ
て
し
ま
う
人
間
関
係
を
う
ま
く
や
っ
て
い
る
人
が
A
A
で
の
活
動
を
伝
え
て
い
か
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
集
団
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
人
た
ち
，
会
社
の
中
で
そ
う
い
う
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
が
役
割
断
酒
の
苦
悩
（
28
）
断
酒
の
一
番
最
初
は
き
つ
い
．
自
分
で
は
止
め
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
断
酒
5年
目
く
ら
い
で
，
安
心
し
て
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
な
ら
よ
い
か
と
い
う
時
期
が
く
る
．
そ
の
時
に
仲
間
と
い
る
か
い
な
い
か
で
変
わ
る
酒
も
止
ま
っ
た
ん
だ
か
ら
何
か
し
な
き
ゃ
と
い
う
の
が
出
て
く
る
．
あ
れ
だ
け
好
き
な
酒
を
止
め
さ
せ
ら
れ
た
ん
だ
か
ら
と
ど
こ
へ
い
っ
て
も
ア
ル
中
だ
と
い
っ
て
自
分
の
立
場
を
認
識
し
て
い
る
，
そ
う
で
な
い
と
手
を
出
し
て
し
ま
う
止
め
た
て
は
相
当
き
つ
い
，
す
ぐ
に
職
場
に
戻
れ
な
い
人
も
い
る
止
め
た
て
の
頃
は
，
し
ら
ふ
で
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
相
当
き
つ
い
．
断
酒
し
て
職
場
復
帰
し
た
と
き
は
，
こ
の
ま
ま
だ
と
酒
を
飲
む
と
思
っ
た
の
で
社
長
に
直
訴
し
て
他
の
部
署
に
移
し
て
も
ら
っ
た は
け
口
が
な
く
て
，
断
酒
会
の
例
会
で
吐
き
出
せ
と
簡
単
に
い
わ
れ
て
も
そ
う
は
い
か
な
い
表
4.
 ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
過
程
（
カ
テ
ゴ
リ
）
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表
5.
 依
存
症
か
ら
の
回
復
と
は
（
カ
テ
ゴ
リ
）
（
続
き
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
こ
れ
か
ら
の
自
分
と
回
復
（
17
）
モ
デ
ル
と
な
る
人
が
い
て
，
そ
の
人
を
見
て
い
る
と
90
過
ぎ
ま
で
頑
張
れ
る
気
が
す
る
．
素
晴
ら
し
い
生
き
方
ま
だ
ま
だ
，
し
ら
ふ
の
目
で
見
て
色
々
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
お
酒
な
し
で
今
は
選
択
肢
を
選
ん
で
い
る
最
中
．
よ
り
よ
い
生
き
方
を
選
択
し
て
生
き
て
い
る
．
ゴ
ー
ル
は
な
い
け
れ
ど
死
ぬ
と
き
は
納
得
し
て
死
に
た
い
自
立
で
き
る
か
試
し
て
み
て
い
る
だ
け
で
，
現
在
も
試
行
錯
誤
．
徹
底
的
に
ス
テ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
た
ら
生
き
て
い
け
な
か
っ
た
，
こ
れ
か
ら
先
問
題
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
埋
め
合
わ
せ
お
酒
を
飲
む
飲
ま
な
い
は
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
，
自
分
が
ア
ル
中
だ
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
た
こ
と
は
な
い
．
こ
れ
か
ら
も
同
じ
人
に
迷
惑
を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
，
申
し
訳
な
い
と
も
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
そ
れ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
ら
生
き
て
い
け
な
い
．
色
ん
な
人
に
助
け
ら
れ
て
き
た
ん
だ
か
ら
，
そ
れ
だ
け
は
忘
れ
な
い
よ
う
に お
酒
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
，
飲
み
た
い
と
も
思
わ
な
い
け
れ
ど
飲
ん
で
し
ま
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
．
こ
だ
わ
り
が
強
い
と
駄
目
趣
味
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
（
4）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
を
作
っ
て
代
表
を
や
っ
て
8年
目
．
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
も
登
録
し
て
，
地
域
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
自
然
の
写
真
を
撮
っ
て
，
少
し
で
も
自
然
の
大
切
さ
を
都
会
の
人
た
ち
に
も
わ
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
仕
事
を
し
て
，
趣
味
を
生
か
し
て
社
会
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
し
て
，
そ
れ
が
自
分
の
使
命
仕
事
へ
の
価
値
づ
け
（
3）
管
理
会
社
が
駄
目
に
な
っ
て
も
，
一
生
懸
命
や
る
か
ら
と
75
歳
過
ぎ
て
い
て
も
次
の
会
社
で
も
取
っ
て
く
れ
た
．
一
生
懸
命
や
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
仕
事
を
し
て
い
る
と
生
活
に
リ
ズ
ム
感
が
あ
っ
て
よ
い
．
家
族
か
ら
も
「
働
け
る
う
ち
は
働
い
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
身
体
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
駄
目
な
タ
イ
プ
な
の
で
，
主
治
医
か
ら
も
仕
事
を
や
れ
と
い
わ
れ
て
す
ぐ
就
い
た
表
6.
 回
復
者
と
し
て
思
う
こ
と
（
カ
テ
ゴ
リ
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
よ
き
支
援
者
と
の
出
会
い
(2
)
A
A
と
断
酒
会
を
掛
け
も
ち
し
て
い
た
頃
，
中
間
施
設
の
支
援
者
と
出
会
っ
た
．
飲
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
を
見
抜
か
れ
て
病
院
に
入
れ
て
く
れ
て
，
そ
れ
が
最
後
に
な
っ
た
援
助
職
と
出
会
え
て
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
回
復
を
目
指
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
感
じ
た
変
化
（
46
）
今
は
飲
ま
な
い
で
生
か
さ
れ
て
い
る
，
色
ん
な
も
の
が
見
え
て
き
て
，
社
会
へ
の
承
認
欲
求
と
折
り
合
い
が
つ
い
て
き
た
最
初
の
頃
は
普
通
の
回
復
者
だ
っ
た
，
そ
れ
か
ら
の
蓄
積
に
い
ろ
ん
な
栄
養
が
入
っ
て
い
る
タ
バ
コ
も
止
め
ら
れ
た
．
A
A
の
ス
テ
ッ
プ
を
ま
じ
め
に
や
っ
て
い
れ
ば
止
め
ら
れ
る
ん
だ
よ
っ
て
話
し
た
外
面
，
内
面
の
差
が
な
く
な
っ
て
き
て
，
も
と
も
と
の
自
分
を
全
部
出
せ
て
い
る
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
に
，
周
囲
か
ら
得
た
も
の
が
身
に
つ
い
て
い
て
引
き
出
し
が
で
き
て
い
た
お
か
げ
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
仲
間
も
ず
い
ぶ
ん
亡
く
な
っ
た
．
大
概
の
人
は
飲
ま
な
い
ま
ま
最
期
を
迎
え
た
，
別
れ
は
辛
い
け
れ
ど
そ
れ
も
力
に
な
る
初
期
ほ
ど
苦
し
く
は
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
，
ど
こ
か
で
恐
れ
は
あ
る
．
禁
欲
生
活
を
怒
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
，
遊
ん
だ
り
も
す
る
し
，
両
方
も
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
体
質
に
生
ま
れ
た
か
ら
今
の
人
生
が
あ
る
わ
け
だ
し
，
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
出
会
え
て
，
こ
ん
な
果
報
者
で
よ
い
の
か
と
思
う
以
前
と
は
自
分
も
環
境
も
変
わ
っ
て
い
る
．
今
が
楽
か
と
い
え
ば
そ
う
で
も
な
い
，
一
生
続
く
ん
だ
と
思
う
当
初
は
自
助
グ
ル
ー
プ
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
し
て
い
た
が
今
は
趣
味
を
生
か
し
て
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
依
存
症
に
な
っ
て
い
ろ
ん
な
人
生
を
見
て
き
た
，
こ
ん
な
す
ご
い
人
生
な
い
．
普
通
の
人
は
こ
ん
な
体
験
で
き
な
い
回
復
と
生
活
と
社
会
背
景
（
5）
い
ろ
ん
な
こ
と
を
消
化
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
．
お
酒
を
止
め
れ
ば
幸
せ
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
，
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
で
は
な
く
て
世
の
中
の
問
題
会
社
が
倒
産
し
て
家
族
も
機
能
不
全
で
崩
壊
し
て
，
お
酒
止
め
た
け
れ
ど
生
活
破
た
ん
し
た
も
同
然
運
の
よ
い
人
や
悪
い
人
，
能
力
が
な
く
て
も
人
づ
き
あ
い
が
で
き
れ
ば
評
価
し
て
も
ら
え
る
な
ど
，
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
生
き
る
の
で
は
な
く
生
か
さ
れ
て
い
る
，
「
連
れ
て
歩
く
」
と
い
う
順
風
満
帆
な
人
生
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
，
過
去
が
あ
っ
た
か
ら
今
の
人
生
が
輝
い
て
い
て
，
平
凡
な
毎
日
が
一
番
の
幸
せ
考
え
方
（
6）
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
．
不
幸
な
こ
と
も
自
分
で
選
ぶ
わ
け
じ
ゃ
な
く
現
実
に
く
る
の
だ
か
ら
，
や
っ
ぱ
り
生
か
さ
れ
て
い
る
連
れ
て
歩
く
と
い
う
の
が
よ
い
．
治
ら
な
い
も
の
は
連
れ
て
歩
く
，
そ
の
言
葉
が
一
番
よ
い
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表
6.
 回
復
者
と
し
て
思
う
こ
と
（
カ
テ
ゴ
リ
）
（
続
き
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
も
，
田
舎
で
は
そ
の
ま
ま
命
を
ま
っ
と
う
す
る
人
も
い
る
．
都
会
で
は
そ
れ
が
通
用
し
な
い
環
境
次
第
で
，
節
酒
を
し
な
が
ら
で
も
飲
み
な
が
ら
そ
の
人
な
り
の
人
生
が
送
れ
る
の
か
な
と
．
周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
は
別
と
し
て
専
門
家
に
望
む
こ
と
（
19
）
病
気
は
同
じ
だ
け
れ
ど
回
復
は
み
ん
な
違
う
．
専
門
家
は
ラ
イ
ン
を
決
め
て
そ
れ
以
上
が
回
復
，
た
だ
い
ろ
ん
な
回
復
の
仕
方
が
あ
る
と
い
う
書
き
方
を
し
て
欲
し
い
本
当
は
専
門
家
が
窓
口
に
な
っ
て
マ
ッ
ク
や
A
A
に
症
状
を
見
て
割
り
振
る
べ
き
．
経
験
じ
ゃ
な
い
と
わ
か
ら
な
い
，
実
際
現
場
を
み
な
い
と
医
者
が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
ち
ゃ
ん
と
判
定
し
て
く
れ
な
い
と
困
る
A
A
や
断
酒
会
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
ら
，
専
門
家
や
医
療
関
係
者
，
行
政
に
も
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
も
っ
と
知
ら
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
保
健
所
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
い
っ
て
も
担
当
の
保
健
師
が
変
わ
る
と
ア
ル
コ
ー
ル
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
保
健
所
で
ア
ル
コ
ー
ル
の
勉
強
を
引
き
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
，
も
っ
と
保
健
所
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
ア
ル
中
は
過
保
護
に
せ
ず
突
き
放
し
，
自
立
さ
せ
な
き
ゃ
駄
目
．
病
院
で
は
看
護
師
が
あ
ま
り
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
，
だ
か
ら
助
か
っ
た
今
は
保
健
所
で
つ
な
が
る
が
，
そ
こ
で
切
れ
て
し
ま
う
．
保
健
師
た
ち
が
私
た
ち
は
た
だ
の
保
健
師
だ
か
ら
…
と
い
う
感
じ
で
社
会
へ
の
要
望
（
5）
自
分
の
場
合
は
会
社
で
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
．
家
族
で
さ
え
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
子
ど
も
の
時
か
ら
教
育
を
す
る
べ
き
昔
に
比
べ
た
ら
相
当
啓
発
さ
れ
て
い
る
，
誤
解
も
さ
れ
て
い
る
が
社
会
環
境
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
問
題
は
社
会
的
に
豊
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
，
お
酒
が
大
量
に
出
回
る
環
境
に
な
っ
た
か
ら
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
自
販
機
を
な
く
し
て
も
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
が
減
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
．
誰
で
も
買
え
て
し
ま
う
の
が
問
題
表
7.
 依
存
症
と
家
族
関
係
（
カ
テ
ゴ
リ
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
依
存
症
の
家
族
（
21
）
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
妻
は
み
な
病
ん
で
い
る
し
，
飲
ま
せ
る
よ
う
な
，
い
ら
っ
と
く
る
よ
う
な
話
し
方
を
す
る
夫
婦
は
他
人
だ
か
ら
別
れ
て
し
ま
え
ば
よ
い
の
に
一
緒
に
い
る
の
は
や
っ
ぱ
り
病
気
親
は
世
話
を
焼
き
す
ぎ
て
い
ら
っ
と
さ
せ
て
い
る
．
お
母
さ
ん
は
子
ど
も
子
ど
も
っ
て
い
う
人
が
多
い
．
共
依
存
飲
む
の
を
止
め
れ
ば
家
族
も
変
わ
る
．
心
配
や
不
安
か
ら
解
放
さ
れ
る
，
楽
に
な
る
家
族
は
寝
間
着
で
寝
る
こ
と
も
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
入
る
こ
と
も
で
き
な
い
，
ち
ょ
っ
と
し
た
隙
に
酒
を
買
い
に
い
っ
て
し
ま
う
「
去
る
も
地
獄
，
残
る
も
地
獄
」
と
い
う
よ
う
に
，
妻
も
子
も
地
獄
だ
っ
た
と
思
う
し
そ
の
辺
を
ど
の
く
ら
い
解
消
さ
れ
て
い
く
か
だ
と
思
う
今
は
家
族
も
自
助
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
る
．
知
識
が
あ
れ
ば
対
処
な
ど
も
わ
か
っ
て
く
る
父
親
へ
の
思
い
（
10
）
父
親
は
80
を
超
え
て
肺
気
腫
に
な
っ
て
，
自
分
で
酒
も
た
ば
こ
も
止
め
て
偉
い
と
思
っ
た
父
親
を
憎
ん
で
生
き
て
き
た
．
実
際
暴
力
な
ど
も
あ
っ
た
が
，
A
A
に
通
う
う
ち
に
よ
い
思
い
出
も
蘇
っ
て
き
て
，
父
親
へ
の
恨
み
が
ほ
ど
け
て
き
た
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
父
親
が
病
院
に
迎
え
に
き
て
く
れ
て
，
父
の
気
持
ち
を
考
え
て
申
し
訳
な
く
思
っ
た
親
の
離
婚
話
が
出
た
時
に
父
親
を
殴
っ
て
し
ま
っ
た
．
そ
れ
か
ら
こ
っ
ち
は
ず
っ
と
恨
み
を
も
っ
て
い
た
が
父
親
が
死
ん
で
，
葬
式
に
も
い
け
な
い
ま
ま
だ
っ
た
親
を
許
す
の
は
辛
か
っ
た
．
許
す
ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
を
貰
わ
な
い
と
許
せ
な
い
．
苦
し
ん
で
い
る
中
で
，
何
年
も
掛
っ
た
け
れ
ど
栄
養
は
何
か
し
ら
入
っ
て
き
て
い
る
母
親
へ
の
思
い
（
14
）
母
親
が
田
舎
で
教
師
を
し
て
い
て
，
よ
い
子
を
演
じ
て
い
た
常
に
母
親
を
意
識
し
て
い
た
か
ら
，
母
親
の
何
で
も
な
い
言
葉
も
「
頑
張
り
な
さ
い
」
と
捉
え
て
い
た
10
年
前
は
気
持
ち
が
焦
っ
て
い
た
．
母
親
の
こ
と
が
常
に
頭
に
あ
っ
て
償
い
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
母
親
が
亡
く
な
っ
て
解
放
さ
れ
た
．
そ
れ
ま
で
母
親
の
こ
と
が
頭
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
親
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
，
母
親
を
幸
せ
に
，
安
心
さ
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
考
え
が
ず
っ
と
こ
び
り
つ
い
て
い
た
父
親
の
女
癖
が
悪
く
，
家
庭
は
そ
う
い
う
面
で
は
荒
れ
て
い
て
母
親
は
い
つ
も
泣
い
て
い
た
．
底
の
底
に
は
母
親
を
守
り
た
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
母
親
と
の
煩
わ
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
，
結
婚
し
よ
う
と
思
っ
た
が
母
親
が
配
偶
者
に
変
わ
っ
た
だ
け
だ
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
も
環
境
次
第
で
そ
れ
な
り
の
人
生
を
送
れ
る
の
で
は
（
2）
表
5.
 依
存
症
か
ら
の
回
復
と
は
（
カ
テ
ゴ
リ
）
（
続
き
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
こ
れ
か
ら
の
自
分
と
回
復
（
17
）
モ
デ
ル
と
な
る
人
が
い
て
，
そ
の
人
を
見
て
い
る
と
90
過
ぎ
ま
で
頑
張
れ
る
気
が
す
る
．
素
晴
ら
し
い
生
き
方
ま
だ
ま
だ
，
し
ら
ふ
の
目
で
見
て
色
々
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
お
酒
な
し
で
今
は
選
択
肢
を
選
ん
で
い
る
最
中
．
よ
り
よ
い
生
き
方
を
選
択
し
て
生
き
て
い
る
．
ゴ
ー
ル
は
な
い
け
れ
ど
死
ぬ
と
き
は
納
得
し
て
死
に
た
い
自
立
で
き
る
か
試
し
て
み
て
い
る
だ
け
で
，
現
在
も
試
行
錯
誤
．
徹
底
的
に
ス
テ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
た
ら
生
き
て
い
け
な
か
っ
た
，
こ
れ
か
ら
先
問
題
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
埋
め
合
わ
せ
お
酒
を
飲
む
飲
ま
な
い
は
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
，
自
分
が
ア
ル
中
だ
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
た
こ
と
は
な
い
．
こ
れ
か
ら
も
同
じ
人
に
迷
惑
を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
，
申
し
訳
な
い
と
も
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
そ
れ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
ら
生
き
て
い
け
な
い
．
色
ん
な
人
に
助
け
ら
れ
て
き
た
ん
だ
か
ら
，
そ
れ
だ
け
は
忘
れ
な
い
よ
う
に お
酒
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
，
飲
み
た
い
と
も
思
わ
な
い
け
れ
ど
飲
ん
で
し
ま
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
．
こ
だ
わ
り
が
強
い
と
駄
目
趣
味
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
（
4）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
を
作
っ
て
代
表
を
や
っ
て
8年
目
．
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
も
登
録
し
て
，
地
域
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
自
然
の
写
真
を
撮
っ
て
，
少
し
で
も
自
然
の
大
切
さ
を
都
会
の
人
た
ち
に
も
わ
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
仕
事
を
し
て
，
趣
味
を
生
か
し
て
社
会
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
し
て
，
そ
れ
が
自
分
の
使
命
仕
事
へ
の
価
値
づ
け
（
3）
管
理
会
社
が
駄
目
に
な
っ
て
も
，
一
生
懸
命
や
る
か
ら
と
75
歳
過
ぎ
て
い
て
も
次
の
会
社
で
も
取
っ
て
く
れ
た
．
一
生
懸
命
や
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
仕
事
を
し
て
い
る
と
生
活
に
リ
ズ
ム
感
が
あ
っ
て
よ
い
．
家
族
か
ら
も
「
働
け
る
う
ち
は
働
い
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
身
体
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
駄
目
な
タ
イ
プ
な
の
で
，
主
治
医
か
ら
も
仕
事
を
や
れ
と
い
わ
れ
て
す
ぐ
就
い
た
表
6.
 回
復
者
と
し
て
思
う
こ
と
（
カ
テ
ゴ
リ
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
よ
き
支
援
者
と
の
出
会
い
(2
)
A
A
と
断
酒
会
を
掛
け
も
ち
し
て
い
た
頃
，
中
間
施
設
の
支
援
者
と
出
会
っ
た
．
飲
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
を
見
抜
か
れ
て
病
院
に
入
れ
て
く
れ
て
，
そ
れ
が
最
後
に
な
っ
た
援
助
職
と
出
会
え
て
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
回
復
を
目
指
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
感
じ
た
変
化
（
46
）
今
は
飲
ま
な
い
で
生
か
さ
れ
て
い
る
，
色
ん
な
も
の
が
見
え
て
き
て
，
社
会
へ
の
承
認
欲
求
と
折
り
合
い
が
つ
い
て
き
た
最
初
の
頃
は
普
通
の
回
復
者
だ
っ
た
，
そ
れ
か
ら
の
蓄
積
に
い
ろ
ん
な
栄
養
が
入
っ
て
い
る
タ
バ
コ
も
止
め
ら
れ
た
．
A
A
の
ス
テ
ッ
プ
を
ま
じ
め
に
や
っ
て
い
れ
ば
止
め
ら
れ
る
ん
だ
よ
っ
て
話
し
た
外
面
，
内
面
の
差
が
な
く
な
っ
て
き
て
，
も
と
も
と
の
自
分
を
全
部
出
せ
て
い
る
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
に
，
周
囲
か
ら
得
た
も
の
が
身
に
つ
い
て
い
て
引
き
出
し
が
で
き
て
い
た
お
か
げ
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
仲
間
も
ず
い
ぶ
ん
亡
く
な
っ
た
．
大
概
の
人
は
飲
ま
な
い
ま
ま
最
期
を
迎
え
た
，
別
れ
は
辛
い
け
れ
ど
そ
れ
も
力
に
な
る
初
期
ほ
ど
苦
し
く
は
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
，
ど
こ
か
で
恐
れ
は
あ
る
．
禁
欲
生
活
を
怒
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
，
遊
ん
だ
り
も
す
る
し
，
両
方
も
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
体
質
に
生
ま
れ
た
か
ら
今
の
人
生
が
あ
る
わ
け
だ
し
，
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
出
会
え
て
，
こ
ん
な
果
報
者
で
よ
い
の
か
と
思
う
以
前
と
は
自
分
も
環
境
も
変
わ
っ
て
い
る
．
今
が
楽
か
と
い
え
ば
そ
う
で
も
な
い
，
一
生
続
く
ん
だ
と
思
う
当
初
は
自
助
グ
ル
ー
プ
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
し
て
い
た
が
今
は
趣
味
を
生
か
し
て
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
依
存
症
に
な
っ
て
い
ろ
ん
な
人
生
を
見
て
き
た
，
こ
ん
な
す
ご
い
人
生
な
い
．
普
通
の
人
は
こ
ん
な
体
験
で
き
な
い
回
復
と
生
活
と
社
会
背
景
（
5）
い
ろ
ん
な
こ
と
を
消
化
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
．
お
酒
を
止
め
れ
ば
幸
せ
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
，
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
で
は
な
く
て
世
の
中
の
問
題
会
社
が
倒
産
し
て
家
族
も
機
能
不
全
で
崩
壊
し
て
，
お
酒
止
め
た
け
れ
ど
生
活
破
た
ん
し
た
も
同
然
運
の
よ
い
人
や
悪
い
人
，
能
力
が
な
く
て
も
人
づ
き
あ
い
が
で
き
れ
ば
評
価
し
て
も
ら
え
る
な
ど
，
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
生
き
る
の
で
は
な
く
生
か
さ
れ
て
い
る
，
「
連
れ
て
歩
く
」
と
い
う
順
風
満
帆
な
人
生
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
，
過
去
が
あ
っ
た
か
ら
今
の
人
生
が
輝
い
て
い
て
，
平
凡
な
毎
日
が
一
番
の
幸
せ
考
え
方
（
6）
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
．
不
幸
な
こ
と
も
自
分
で
選
ぶ
わ
け
じ
ゃ
な
く
現
実
に
く
る
の
だ
か
ら
，
や
っ
ぱ
り
生
か
さ
れ
て
い
る
連
れ
て
歩
く
と
い
う
の
が
よ
い
．
治
ら
な
い
も
の
は
連
れ
て
歩
く
，
そ
の
言
葉
が
一
番
よ
い
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表
7.
 依
存
症
と
家
族
関
係
（
カ
テ
ゴ
リ
）
（
続
き
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
兄
弟
と
の
確
執
（
3）
不
平
不
満
が
あ
っ
た
．
兄
と
の
確
執
が
あ
っ
た
う
え
の
兄
弟
た
ち
が
優
等
生
で
，
そ
れ
に
く
ら
べ
て
自
分
は
つ
け
た
し
，
家
の
中
で
は
く
ず
だ
っ
た
兄
が
い
う
こ
と
と
は
逆
の
こ
と
を
し
て
い
た
妻
へ
の
虐
げ
（
14
）
外
に
奉
仕
に
い
く
こ
と
で
家
族
と
は
悪
く
な
っ
た
し
，
お
酒
を
飲
ん
で
な
く
て
も
殴
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
．
D
V
家
庭
を
も
つ
と
束
縛
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
．
わ
が
ま
ま
な
人
間
だ
か
ら
，
束
縛
さ
れ
た
り
す
る
の
が
駄
目
だ
っ
た
仕
事
を
や
り
な
が
ら
学
校
に
も
い
っ
て
，
穏
や
か
に
生
活
し
て
い
る
が
，
妻
は
ま
だ
D
V
を
引
き
ず
っ
て
い
る
殴
る
蹴
る
こ
そ
な
か
っ
た
が
，
奥
さ
ん
だ
け
は
言
葉
の
暴
力
で
ど
ん
ど
ん
い
じ
め
て
い
た
離
婚
の
話
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
て
い
た
が
，
奥
さ
ん
に
帰
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
し
お
金
も
な
か
っ
た
断
酒
会
で
事
務
局
も
や
っ
て
い
た
疲
れ
が
全
部
家
族
の
方
に
い
っ
た
．
外
で
で
き
て
も
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
，
そ
れ
で
は
配
偶
者
も
枯
渇
す
る
配
偶
者
は
こ
ち
ら
の
気
持
ち
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
，
前
よ
り
ま
し
と
い
う
感
じ
で
我
慢
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
い
と
い
う
の
は
配
偶
者
も
下
手
で
，
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
い
．
お
互
い
大
変
な
夫
婦
子
ど
も
と
の
関
係
（
11
）
妻
が
子
ど
も
を
愚
痴
の
は
け
口
に
し
て
い
た
の
が
悪
か
っ
た
が
，
妻
に
も
愚
痴
の
こ
ぼ
し
先
が
な
く
て
子
ど
も
に
い
っ
た
娘
も
妻
か
ら
の
愚
痴
を
引
き
ず
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
娘
は
自
分
の
子
ど
も
だ
か
ら
き
ち
っ
と
し
て
ほ
し
い
，
で
も
30
を
超
え
て
い
る
人
間
に
今
更
し
つ
け
も
な
い
子
ど
も
は
ど
う
し
て
い
る
か
知
ら
な
い
．
迷
惑
を
か
け
た
し
，
過
ぎ
た
こ
と
は
ど
う
や
っ
て
も
取
り
返
せ
な
い
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
は
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
，
お
酒
が
神
様
だ
っ
た
か
ら
驚
い
た
の
は
子
ど
も
の
写
真
が
な
い
こ
と
，
飲
む
の
に
忙
し
く
て
ほ
と
ん
ど
撮
っ
て
い
な
か
っ
た
自
分
が
小
さ
な
頃
父
親
を
憎
み
つ
つ
怯
え
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
長
男
も
自
分
を
見
て
い
た
，
そ
う
い
う
子
ど
も
に
な
っ
た
長
男
は
小
学
校
4年
生
か
ら
中
学
校
3年
ま
で
不
登
校
だ
っ
た
自
分
が
酒
を
止
め
て
ほ
っ
と
し
て
，
緊
張
し
て
母
親
を
守
ろ
う
と
し
て
い
た
も
の
が
切
れ
た
．
だ
か
ら
不
登
校
は
長
男
に
は
必
要
だ
っ
た
妻
に
気
づ
か
さ
れ
た
共
依
存
（
7）
妻
か
ら
「
ア
ル
コ
ー
ル
だ
け
じ
ゃ
な
い
，
結
婚
前
は
お
袋
依
存
，
結
婚
後
は
妻
依
存
で
自
立
し
て
い
な
い
」
と
い
わ
れ
た
5年
目
に
妻
か
ら
ほ
っ
ぽ
り
出
さ
れ
た
時
は
恨
ん
だ
け
れ
ど
，
今
に
な
っ
て
み
る
と
あ
り
が
た
さ
が
わ
か
る
自
分
は
家
庭
を
暗
く
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
そ
の
裏
で
，
自
分
の
飲
酒
の
愚
痴
や
相
談
を
妻
が
子
ど
も
に
毎
日
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
子
ど
も
は
常
に
愚
痴
を
受
け
止
め
て
，
だ
か
ら
よ
い
子
で
い
な
け
れ
ば
こ
の
家
に
い
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
家
族
に
対
す
る
甘
え
（
5）
自
分
は
家
族
に
対
し
て
一
番
甘
え
が
出
る
，
し
ら
ふ
で
は
家
族
に
お
世
辞
も
い
え
な
い
の
が
続
い
て
き
た
身
内
に
は
素
直
に
な
れ
な
い
し
，
言
葉
や
行
動
で
示
す
こ
と
も
絶
対
に
で
き
な
い
家
族
に
償
い
の
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
行
動
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
．
簡
単
な
こ
と
な
の
に
で
き
な
い
機
能
不
全
家
族
と
AC
（
4）
機
能
不
全
家
族
は
世
間
一
般
に
あ
る
こ
と
で
，
あ
ま
り
囚
わ
れ
る
必
要
は
な
い
．
家
族
の
一
端
を
担
っ
て
ど
う
や
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
な
れ
ば
よ
い
AC
は
誰
で
も
あ
る
，
親
の
影
響
を
受
け
て
育
っ
て
い
る
か
ら
．
結
局
恨
ん
で
も
自
分
の
事
を
恨
む
こ
と
に
な
る
AC
は
病
気
じ
ゃ
な
い
っ
て
い
う
け
れ
ど
性
格
特
性
は
あ
る
．
優
秀
な
人
，
秀
才
も
い
っ
ぱ
い
い
る
妻
と
の
和
解
（
5）
夫
婦
双
方
あ
き
ら
め
て
穏
や
か
に
な
っ
て
，
争
い
そ
う
に
な
っ
て
も
子
ど
も
の
た
め
，
み
っ
と
も
な
い
と
40
年
経
っ
て
や
っ
と
「
苦
労
か
け
た
な
」
「
い
い
過
ぎ
た
ね
」
と
い
い
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
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表
8.
 自
助
グ
ル
ー
プ
・
中
間
施
設
（
カ
テ
ゴ
リ
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
自
助
グ
ル
ー
プ
の
役
割
（
3）
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
自
助
グ
ル
ー
プ
．
止
め
た
て
の
頃
は
気
づ
か
な
い
，
飲
酒
欲
求
で
一
杯
だ
か
ら
回
復
の
手
助
け
は
自
助
グ
ル
ー
プ
し
か
な
い
と
い
う
け
れ
ど
，
本
当
に
そ
う
．
他
に
は
な
い
A
A
に
つ
い
て
（
19
2）
A
A
は
本
人
の
自
由
と
責
任
を
認
め
て
い
る
，
だ
か
ら
誰
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
基
本
的
に
A
A
教
．
束
縛
さ
れ
ず
，
自
分
で
深
め
て
い
け
る
A
A
教
が
一
番
経
済
的
に
負
担
も
な
い
．
自
分
の
世
界
で
自
分
を
磨
い
て
い
け
ば
よ
い
A
A
は
も
う
少
し
宣
伝
し
た
ほ
う
が
よ
い
，
秘
密
結
社
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
．
社
会
に
認
知
さ
せ
る
努
力
は
必
要
社
会
に
知
ら
し
め
る
意
味
で
は
宣
伝
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
が
，
問
題
が
起
き
る
時
も
出
て
く
る
か
も
A
A
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
酒
を
止
め
る
こ
と
で
は
な
く
生
き
方
を
変
え
る
こ
と
．
学
習
や
ス
テ
ッ
プ
ワ
ー
ク
が
必
要
だ
が
，
首
都
圏
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
流
れ
て
し
ま
う
自
分
の
回
復
と
同
時
に
社
会
的
な
回
復
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
，
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
の
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
．
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
12
の
ス
テ
ッ
プ
は
よ
い
人
間
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
，
あ
る
意
味
怖
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
A
A
の
教
育
ス
テ
ッ
プ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
も
万
国
共
通
の
社
会
に
通
用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
．
人
間
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
ス
テ
ッ
プ
ワ
ー
ク
を
自
分
で
で
き
る
た
め
に
は
，
そ
れ
な
り
の
教
育
レ
ベ
ル
が
な
け
れ
ば
無
理
な
の
か
も
し
れ
な
い
宗
教
で
は
な
い
け
れ
ど
信
仰
の
1つ
だ
と
は
思
う
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
で
A
A
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
の
は
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
う
ま
く
い
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
て
リ
ス
ペ
ク
ト
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
ら
A
A
の
課
題
は
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
事
，
社
会
的
認
知
が
ど
れ
だ
け
広
が
る
か
．
自
分
が
飲
ま
な
い
で
い
る
こ
と
が
い
く
ら
か
で
も
お
役
に
立
て
ば
よ
い
な
と
共
依
存
が
強
い
家
族
が
，
片
方
が
回
復
す
る
と
も
う
片
方
が
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
，
そ
れ
が
A
A
と
ア
ラ
ノ
ン
の
関
係
A
A
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ア
ラ
ノ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
る
と
ダ
ブ
ル
ウ
ィ
ナ
ー
と
い
っ
て
海
外
で
は
尊
敬
さ
れ
る
，
自
分
だ
け
で
な
く
家
族
も
救
う
形
に
な
る
社
会
的
な
回
復
を
し
て
落
ち
着
い
て
い
く
の
に
は
5年
か
ら
10
年
は
少
な
く
と
も
か
か
る
，
だ
か
ら
そ
の
間
の
家
族
の
た
め
に
も
ア
ラ
ノ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
A
A
の
仲
間
が
が
ん
で
壮
絶
な
死
に
方
を
し
て
，
そ
れ
で
も
お
酒
を
飲
ま
ず
に
「
A
A
に
き
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
断
酒
会
に
つ
い
て
（
13
）
最
初
は
家
族
と
一
緒
に
自
助
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
た
方
が
な
じ
み
や
す
い
世
話
焼
き
で
共
依
存
タ
イ
プ
の
配
偶
者
が
多
い
の
で
，
自
助
グ
ル
ー
プ
に
も
一
緒
に
い
く
の
を
喜
ぶ
し
，
最
初
は
身
内
が
い
て
く
れ
た
方
が
う
れ
し
い
新
し
い
人
の
話
を
常
に
聞
く
こ
と
が
大
事
．
会
の
仕
事
に
ば
か
り
携
わ
っ
て
い
る
と
忙
殺
さ
れ
て
し
ま
う
ま
ず
自
分
が
飲
ま
な
い
こ
と
，
飲
ま
な
い
た
め
に
は
仲
間
が
必
要
，
仲
間
が
く
る
た
め
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
，
そ
れ
が
A
A
の
三
角
形
の
バ
ラ
ン
ス
自
分
の
例
会
に
し
か
通
っ
て
い
な
い
人
は
，
長
く
通
っ
て
い
れ
ば
必
ず
マ
ン
ネ
リ
に
な
る
今
は
N
P
O
に
な
っ
て
だ
い
ぶ
よ
く
な
っ
た
，
も
っ
と
よ
く
な
る
と
思
う
．
啓
蒙
活
動
も
や
ろ
う
と
思
っ
た
が
，
そ
こ
ま
で
は
1人
の
力
で
は
無
理
だ
っ
た
と
に
か
く
よ
そ
の
例
会
に
い
っ
て
話
を
聞
く
な
り
何
か
し
て
い
れ
ば
，
20
年
経
つ
と
謙
虚
に
自
分
の
反
省
が
で
き
る
中
間
施
設
に
つ
い
て
（
6）
マ
ッ
ク
が
合
わ
な
く
て
も
ち
ゃ
ん
と
止
め
て
い
る
人
も
い
る
，
合
う
合
わ
な
い
は
感
性
マ
ッ
ク
は
ス
リ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
原
則
っ
ぽ
く
は
あ
る
が
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
．
各
マ
ッ
ク
で
違
う
は
ず
，
統
一
し
た
ほ
う
が
よ
い
中
間
施
設
も
，
も
っ
と
高
度
な
ち
ゃ
ん
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
，
と
い
う
の
も
先
行
き
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
る
自
助
グ
ル
ー
プ
等
間
の
相
違
（
17
）
断
酒
会
の
方
が
人
が
つ
な
が
っ
て
い
て
軽
い
人
が
多
い
．
断
酒
会
が
A
A
を
や
れ
ば
も
っ
と
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
〇
〇
と
い
う
自
助
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
，
結
構
お
金
を
取
っ
て
や
っ
て
い
る
A
A
は
本
人
だ
け
の
集
ま
り
で
ま
だ
楽
だ
っ
た
，
二
兎
を
追
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
△
△
の
集
ま
り
は
落
ち
着
き
が
あ
っ
て
ほ
っ
と
で
き
る
．
安
定
感
が
あ
っ
た
ダ
ル
ク
と
A
A
と
マ
ッ
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
．
病
気
は
同
じ
で
も
上
が
っ
て
い
く
道
筋
の
違
い
断
酒
会
と
い
ず
れ
一
緒
に
な
れ
る
日
が
く
る
と
い
う
願
い
は
も
っ
て
い
る
マ
ッ
ク
は
A
A
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
施
設
．
仲
は
よ
い
け
れ
ど
A
A
と
同
じ
で
は
な
い
断
酒
会
は
世
話
を
焼
い
て
く
れ
る
か
ら
止
め
始
め
の
人
に
は
よ
い
か
も
し
れ
な
い
．
た
だ
，
し
ば
ら
く
す
る
と
そ
れ
が
煩
わ
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
う
人
も
い
る
表
7.
 依
存
症
と
家
族
関
係
（
カ
テ
ゴ
リ
）
（
続
き
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
兄
弟
と
の
確
執
（
3）
不
平
不
満
が
あ
っ
た
．
兄
と
の
確
執
が
あ
っ
た
う
え
の
兄
弟
た
ち
が
優
等
生
で
，
そ
れ
に
く
ら
べ
て
自
分
は
つ
け
た
し
，
家
の
中
で
は
く
ず
だ
っ
た
兄
が
い
う
こ
と
と
は
逆
の
こ
と
を
し
て
い
た
妻
へ
の
虐
げ
（
14
）
外
に
奉
仕
に
い
く
こ
と
で
家
族
と
は
悪
く
な
っ
た
し
，
お
酒
を
飲
ん
で
な
く
て
も
殴
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
．
D
V
家
庭
を
も
つ
と
束
縛
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
．
わ
が
ま
ま
な
人
間
だ
か
ら
，
束
縛
さ
れ
た
り
す
る
の
が
駄
目
だ
っ
た
仕
事
を
や
り
な
が
ら
学
校
に
も
い
っ
て
，
穏
や
か
に
生
活
し
て
い
る
が
，
妻
は
ま
だ
D
V
を
引
き
ず
っ
て
い
る
殴
る
蹴
る
こ
そ
な
か
っ
た
が
，
奥
さ
ん
だ
け
は
言
葉
の
暴
力
で
ど
ん
ど
ん
い
じ
め
て
い
た
離
婚
の
話
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
て
い
た
が
，
奥
さ
ん
に
帰
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
し
お
金
も
な
か
っ
た
断
酒
会
で
事
務
局
も
や
っ
て
い
た
疲
れ
が
全
部
家
族
の
方
に
い
っ
た
．
外
で
で
き
て
も
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
，
そ
れ
で
は
配
偶
者
も
枯
渇
す
る
配
偶
者
は
こ
ち
ら
の
気
持
ち
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
，
前
よ
り
ま
し
と
い
う
感
じ
で
我
慢
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
い
と
い
う
の
は
配
偶
者
も
下
手
で
，
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
い
．
お
互
い
大
変
な
夫
婦
子
ど
も
と
の
関
係
（
11
）
妻
が
子
ど
も
を
愚
痴
の
は
け
口
に
し
て
い
た
の
が
悪
か
っ
た
が
，
妻
に
も
愚
痴
の
こ
ぼ
し
先
が
な
く
て
子
ど
も
に
い
っ
た
娘
も
妻
か
ら
の
愚
痴
を
引
き
ず
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
娘
は
自
分
の
子
ど
も
だ
か
ら
き
ち
っ
と
し
て
ほ
し
い
，
で
も
30
を
超
え
て
い
る
人
間
に
今
更
し
つ
け
も
な
い
子
ど
も
は
ど
う
し
て
い
る
か
知
ら
な
い
．
迷
惑
を
か
け
た
し
，
過
ぎ
た
こ
と
は
ど
う
や
っ
て
も
取
り
返
せ
な
い
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
は
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
，
お
酒
が
神
様
だ
っ
た
か
ら
驚
い
た
の
は
子
ど
も
の
写
真
が
な
い
こ
と
，
飲
む
の
に
忙
し
く
て
ほ
と
ん
ど
撮
っ
て
い
な
か
っ
た
自
分
が
小
さ
な
頃
父
親
を
憎
み
つ
つ
怯
え
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
長
男
も
自
分
を
見
て
い
た
，
そ
う
い
う
子
ど
も
に
な
っ
た
長
男
は
小
学
校
4年
生
か
ら
中
学
校
3年
ま
で
不
登
校
だ
っ
た
自
分
が
酒
を
止
め
て
ほ
っ
と
し
て
，
緊
張
し
て
母
親
を
守
ろ
う
と
し
て
い
た
も
の
が
切
れ
た
．
だ
か
ら
不
登
校
は
長
男
に
は
必
要
だ
っ
た
妻
に
気
づ
か
さ
れ
た
共
依
存
（
7）
妻
か
ら
「
ア
ル
コ
ー
ル
だ
け
じ
ゃ
な
い
，
結
婚
前
は
お
袋
依
存
，
結
婚
後
は
妻
依
存
で
自
立
し
て
い
な
い
」
と
い
わ
れ
た
5年
目
に
妻
か
ら
ほ
っ
ぽ
り
出
さ
れ
た
時
は
恨
ん
だ
け
れ
ど
，
今
に
な
っ
て
み
る
と
あ
り
が
た
さ
が
わ
か
る
自
分
は
家
庭
を
暗
く
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
そ
の
裏
で
，
自
分
の
飲
酒
の
愚
痴
や
相
談
を
妻
が
子
ど
も
に
毎
日
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
子
ど
も
は
常
に
愚
痴
を
受
け
止
め
て
，
だ
か
ら
よ
い
子
で
い
な
け
れ
ば
こ
の
家
に
い
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
家
族
に
対
す
る
甘
え
（
5）
自
分
は
家
族
に
対
し
て
一
番
甘
え
が
出
る
，
し
ら
ふ
で
は
家
族
に
お
世
辞
も
い
え
な
い
の
が
続
い
て
き
た
身
内
に
は
素
直
に
な
れ
な
い
し
，
言
葉
や
行
動
で
示
す
こ
と
も
絶
対
に
で
き
な
い
家
族
に
償
い
の
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
行
動
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
．
簡
単
な
こ
と
な
の
に
で
き
な
い
機
能
不
全
家
族
と
AC
（
4）
機
能
不
全
家
族
は
世
間
一
般
に
あ
る
こ
と
で
，
あ
ま
り
囚
わ
れ
る
必
要
は
な
い
．
家
族
の
一
端
を
担
っ
て
ど
う
や
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
な
れ
ば
よ
い
AC
は
誰
で
も
あ
る
，
親
の
影
響
を
受
け
て
育
っ
て
い
る
か
ら
．
結
局
恨
ん
で
も
自
分
の
事
を
恨
む
こ
と
に
な
る
AC
は
病
気
じ
ゃ
な
い
っ
て
い
う
け
れ
ど
性
格
特
性
は
あ
る
．
優
秀
な
人
，
秀
才
も
い
っ
ぱ
い
い
る
妻
と
の
和
解
（
5）
夫
婦
双
方
あ
き
ら
め
て
穏
や
か
に
な
っ
て
，
争
い
そ
う
に
な
っ
て
も
子
ど
も
の
た
め
，
み
っ
と
も
な
い
と
40
年
経
っ
て
や
っ
と
「
苦
労
か
け
た
な
」
「
い
い
過
ぎ
た
ね
」
と
い
い
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
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表
8.
 自
助
グ
ル
ー
プ
・
中
間
施
設
（
カ
テ
ゴ
リ
）
（
続
き
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
全
コ
ー
ド
数
）
コ
ー
ド
（
抜
粋
）
様
々
な
自
助
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
歴
史
（
30
）
断
酒
会
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
て
い
る
ら
し
い
．
A
A
と
お
互
い
の
よ
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
て
両
方
成
長
す
れ
ば
よ
い
以
前
は
断
酒
会
の
方
が
よ
い
と
か
A
A
の
方
が
よ
い
と
か
，
断
酒
会
と
A
A
は
対
立
し
て
い
る
感
じ
が
あ
っ
た
新
し
い
ダ
ル
ク
を
作
っ
て
も
収
容
所
を
増
や
す
だ
け
で
，
社
会
に
参
加
す
る
人
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
回
復
で
は
な
い
仲
間
内
で
年
功
序
列
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
一
番
悪
い
上
下
関
係
で
縛
る
よ
う
な
形
だ
と
，
回
復
で
は
な
く
新
し
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
作
っ
て
い
る
だ
け
で
社
会
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
で
き
て
し
ま
う
〇
〇
の
会
は
人
数
が
少
な
く
て
そ
れ
が
よ
か
っ
た
が
，
後
継
者
が
出
ず
に
休
会
に
な
っ
た
△
△
は
保
健
婦
さ
ん
を
相
手
に
教
育
的
観
点
か
ら
立
ち
上
げ
た
．
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
よ
く
な
っ
て
い
く
姿
を
見
せ
た
い
と
い
っ
て
▽
▽
会
は
◇
◇
会
か
ら
分
離
し
た
も
の
で
反
乱
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
全
断
連
は
気
合
が
凄
い
，
◇
◇
会
は
相
手
に
さ
れ
て
い
な
い
が
今
も
生
き
て
い
る
□
□
も
今
も
生
き
続
け
て
い
る
が
今
の
幹
事
は
歴
史
を
知
ら
な
い
A
A
と
▽
▽
会
と
◇
◇
会
と
も
う
1つ
，
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
が
あ
る
世
話
人
の
中
で
い
じ
め
が
あ
っ
て
つ
ぶ
さ
れ
か
け
た
◇
◇
会
で
食
事
に
呼
ば
れ
な
い
，
新
聞
の
発
言
が
消
さ
れ
る
な
ど
嫌
が
ら
せ
が
凄
か
っ
た
◇
◇
会
を
出
る
と
ど
こ
に
も
な
い
と
洗
脳
さ
れ
て
い
た
，
他
に
い
っ
て
も
駄
目
だ
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
も
な
い
普
通
の
青
年
が
，
ア
ル
コ
ー
ル
を
知
ら
な
い
の
に
◇
◇
会
を
作
っ
た
自
助
グ
ル
ー
プ
の
悩
み
と
限
界
（
21
）
自
助
グ
ル
ー
プ
が
公
民
館
な
ど
を
借
り
る
の
も
大
変
，
優
先
的
に
開
放
し
て
ほ
し
い
回
復
へ
の
支
援
は
，
自
助
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
よ
い
わ
け
で
は
な
い
自
助
グ
ル
ー
プ
内
だ
け
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
人
間
関
係
を
や
っ
て
い
く
の
で
は
不
十
分
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
た
世
の
中
の
人
が
普
通
に
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
．
自
助
グ
ル
ー
プ
の
中
で
完
結
す
る
と
思
っ
て
い
た
の
が
，
意
識
が
変
わ
っ
た
日
本
の
自
助
グ
ル
ー
プ
は
固
ま
っ
て
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
，
周
り
と
の
関
わ
り
を
意
外
と
し
な
い
で
き
て
し
ま
っ
て
い
る
A
A
は
限
界
が
あ
っ
て
，
絶
対
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
必
要
自
助
グ
ル
ー
プ
の
中
で
何
年
目
だ
と
い
う
だ
け
で
そ
れ
を
振
り
か
ざ
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
が
，
外
で
通
用
し
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
自
助
グ
ル
ー
プ
に
通
う
こ
と
を
い
つ
ま
で
続
け
る
か
（
4）
断
酒
会
に
出
続
け
た
の
は
15
年
く
ら
い
，
最
初
の
3年
間
は
殆
ど
毎
晩
出
て
い
た
妻
に
「
い
つ
ま
で
会
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
わ
れ
て
会
に
い
く
の
を
止
め
た
が
，
会
を
離
れ
る
と
死
ん
で
し
ま
う
人
も
多
く
不
安
だ
っ
た
10
年
く
ら
い
で
抜
け
た
人
も
大
勢
い
る
，
そ
の
人
た
ち
も
ま
だ
断
酒
は
続
い
て
い
る
自
助
グ
ル
ー
プ
を
自
分
で
立
ち
上
げ
た
（
11
）
後
輩
と
会
を
作
っ
て
か
ら
は
無
我
夢
中
だ
っ
た
，
絶
対
や
め
て
は
い
け
な
い
と
1回
も
休
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
せ
め
て
10
年
く
ら
い
は
お
返
し
し
よ
う
と
後
輩
の
た
め
に
一
生
懸
命
だ
っ
た
会
は
20
年
間
や
っ
て
い
た
依
存
症
者
で
家
族
か
ら
も
見
放
さ
れ
て
結
局
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
い
た
が
，
そ
の
人
の
と
こ
ろ
に
も
ず
い
ぶ
ん
い
っ
た
回
復
者
と
し
て
届
け
た
い
思
い
（
20
）
今
飲
ん
で
混
乱
し
て
い
る
当
事
者
や
家
族
に
，
自
分
の
経
験
を
届
け
た
い
．
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
1人
で
も
多
く
の
人
が
救
わ
れ
て
ほ
し
い
「
好
き
な
だ
け
飲
ま
せ
ろ
」
と
い
わ
れ
て
も
家
族
は
で
き
な
い
，
そ
こ
を
自
分
の
体
験
を
通
し
て
話
し
て
あ
げ
な
い
と
回
復
の
過
程
を
話
し
て
あ
げ
る
の
が
一
番
の
近
道
．
家
族
だ
け
で
集
ま
る
会
も
今
は
あ
る
し
，
本
人
は
ま
た
別
の
会
に
い
っ
て
，
と
い
う
よ
う
に
や
っ
て
い
け
れ
ば
ベ
ス
ト
新
し
い
人
に
は
自
分
で
決
め
た
こ
と
は
破
る
な
と
い
う
．
週
1く
る
と
決
め
た
ら
仕
事
を
休
ん
で
も
く
る
く
ら
い
に
い
ろ
ん
な
止
め
方
が
あ
る
け
れ
ど
，
自
分
が
止
め
て
い
る
こ
と
で
新
し
い
人
の
選
択
肢
は
増
え
る
．
違
う
止
め
方
の
人
が
い
な
い
と
多
く
の
仲
間
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
，
今
あ
る
の
は
仲
間
の
お
か
げ
人
は
人
だ
か
ら
よ
い
意
味
で
区
別
し
て
関
わ
り
を
も
た
ず
に
見
て
い
れ
ば
よ
い
．
A
A
は
横
の
社
会
だ
が
社
会
は
縦
の
社
会
，
よ
い
も
悪
い
も
な
く
上
に
は
屈
服
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
わ
け
だ
か
ら
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【依存症になる経緯とその後】としては，アルコー
ルに＜依存しないと社会生活が送れなかった＞生き
づらさが語られた．そもそも＜アルコール依存症に
なりやすい家系＞＜飲み始めたのが少年時代＞で
あったことや，＜もともと飲めなかったが仕事で飲
まされた＞等，個別の飲酒や問題飲酒の背景もあっ
た．＜社会生活への支障＞としては，［アルコール
依存症は進行性の病気というが実際そうで，どんな
に飲んでも酔わなくなってくる］［連続飲酒で仕事
にいけなくなってくびになった］［酔っていれば怖
いものなし，お酒が必需品になってしまって，最後
には家族を脅してでもお酒を飲もうとしていた］状
況を経て，精神科病院に入院するものの＜入院，再
飲酒の繰りかえし＞となり，後に＜アルコールによ
る後遺症＞も出現していた（表1）．【アルコール依
存症になる人の特徴】は，＜まじめで几帳面，一生
懸命＞＜感情を客観視できない＞＜人間関係を作る
のが下手＞なことで，一部の対象者は特に，潜在す
る顕著な攻撃性とそれが未だ解消されず＜暴力的な
発想や感覚＞が残存していることを述べていた（表
2）．【依存症とは】では，自身で依存症を＜器質的
な問題＞＜社会生活や生き方の歪み＞などと捉えて
いること，現在はAA	や断酒会に対する＜有益な
依存＞を利用していること，しかし発症前は＜依存
症についての無知＞があったことも語られた（表3）．
【アルコール依存症からの回復過程】では，＜回復
過程での危うさ＞が強調され，それに対して＜人間
関係をきちんと構築する＞ことが望ましいが，そも
そも＜断酒の苦悩＞が強烈であることが語られた．
さらに，断酒継続していたところで＜さらに10年間
たって変わったことと変わらないところ＞が紹介さ
れた（表4）．
次に【依存症からの回復とは】では，10年間さらに
断酒を続けたところで回復とは＜断酒の継続および
人や社会との向き合い方＞であると振り返ったこと，
＜これからの自分と回復＞への展望，具体的に＜趣
味を生かした地域貢献＞や＜仕事への価値づけ＞と
いう地域・就業へのコミットメントが語られた（表
5）．長期断酒を実践している【回復者として思うこ
と】では，回復を目指した当初に＜よき支援者との
出会い＞があったこと，＜回復を目指してから現在
に至るまでに感じた変化＞，アルコール依存症と個
人要因の関連に加えて，＜回復と生活と社会背景＞
の関連があること，そうした中で今は＜生きるので
はなく生かされている，「連れて歩く」という考え方
＞で臨んでいることが語られた．また＜アルコール
依存症でも環境次第でそれなりの人生を送れるので
は＞といった代替案，＜専門家に望むこと＞や＜社
会への要望＞が提示された（表6）．【依存症と家族関
係】では，＜依存症の家族＞の特徴，個別の＜父親
への思い＞＜母親への思い＞＜兄弟との確執＞＜妻
への虐げ＞＜子どもとの関係＞が紹介され，家族の
中で学んだこととして，＜妻に気づかされた共依存＞
や＜家族に対する甘え＞＜機能不全家族とAC＞が
あった．最後には，＜妻との和解＞に至っていた（表
7）．【自助グループ・中間施設】については，＜自助
グループの役割＞＜AAについて＞＜断酒会につ
いて＞＜中間施設について＞＜自助グループ等間の
相違＞が紹介され，AAと断酒会以外の＜様々な自
助グループとその歴史＞についても語られた．いか
に多くの自助グループが作られ，解体し，そうした
中で自助グループが経験知を重ねて発展してきたこ
と，一方で＜自助グループの悩みと限界＞が示され
た．究極的な問いとして，＜自助グループに通うこ
とをいつまで続けるか＞という課題も示された．一
部の対象者は＜自助グループを自分で立ち上げた＞
経験もあり，その活動の中で＜回復者として届けた
い思い＞が語られた（表8）．
Ⅳ . 考察
本対象者は，依存症発症から回復までの過程を振
り返りながら様々な経験の意味づけを行っていた．
自身のことのみならず仲間との交流や自助グループ
での活動を通じて多くの依存症者の生活，人生，社
会との密接な関係を掌握したうえでの依存症観をも
ち，また回復についても自助グループや家族，社会
との関係を包含したところで回復の時間的プロセス
を語っていた．それは社会との結実であり，継続的
な状態像であるという回復観が示唆された．以下に，
依存症観と回復観の詳細を述べる．
1．回復者の依存症観
1-1．アルコール依存症になる人の特徴と依存症に
なる経緯とその後
本研究ではアルコール依存症者の特徴として＜ま
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じめで几帳面，一生懸命＞＜人間関係を作るのが下
手＞＜暴力的な発想や感覚＞が掌握された．これら
は次に示す若林12）および松下ら13）の研究で提示さ
れた公的自己意識の高さ，すなわち私的自己意識の
低さと自尊心の低さの文脈で説明できると考える．
若林12）は，アルコール依存症者が回復過程におい
てその自己意識（私的自己意識と公的自己意識）を
どのように変化させていくかを，質問紙調査を通じ
て明らかにしている．断酒期間が長くなるにつれて
公的自己意識が下がり，再飲酒リスクが高まるほど
公的自己意識が高くなったという．そして公的自己
意識が高いがゆえの「人からの評価に敏感である」
傾向や「対人不安が高い」傾向を軽減させる必要性
を指摘している．松下ら13）もアルコール依存症者
の私的自己意識と公的自己意識と自尊感情について
質問紙調査を行い，アルコール依存症者の私的自己
意識は低く公的自己意識は高いこと，自尊感情は低
いこと，断酒期間の長短による自己意識の相違は認
められなかったこと等を報告している．自尊感情が
低いほど私的自己意識は低下するであろうし，その
分公的自己意識が高くなり，公的自己意識が高いほ
ど自己評価が他者依存的になって，他者の言動に左
右されやすく，その分対人不安を抱えやすくなるこ
とは容易に予想される．絶えず他者依存的に振る
舞っていれば他者への怒りや攻撃性が芽生え，その
抑圧やコントロールにエネルギーを要することも想
像に難くない．他の先行所見11）14）15）においては，
アルコール依存症者の自己中心性やコントロール性，
完全主義，白黒思考等が指摘されているが，これら
も対人関係障害の内訳として括れる特性といえよう．
なお本対象者は，上記特性を抱えたがゆえの生き
づらさから飲酒や問題飲酒に至るが，その経緯は親
や家庭環境からも影響を受けていた．佐古16）はア
ルコール依存症回復施設の通所利用者を対象に自記
式質問紙調査を実施し，生活保護受給者が7割，独
居者が3分の2であった対象者のうち，飲酒開始時に
「酒が自分の助けになっていた」と回答した者は7
割，特に「大いに助けられた」者は4割以上を占め，
飲酒当初から酒との心理的結びつきが強い傾向に
あったことを指摘している．さらに父母がアルコー
ル依存症であった者は4割弱，家庭の事情で進学を
断念した経験がある者は3割を占めていたこと，す
なわち遺伝も含めて家族や家庭の影響があったこと
を報告している．また篠原17）は，親世代のアルコー
ル問題が次世代のアルコール依存症の発生にどのよ
うな影響を与えているかを明らかにする目的で，ア
ルコール専門病院の入院患者50名を対象に
CAST(Children	of	Alcoholism	Screening	Test) を
用いたアンケート調査を行うとともに，患者8名を
対象に半構成的面接を行っている．結果，対象者の
40% が親世代のアルコール問題の影響を受けてお
り，半構成的面接の結果からは「親にアルコール問
題があり，幼少期から心理的・身体的な影響を受け
ているケース」「親にアルコール問題はないものの，
家庭内に飲酒習慣が常にあり，対象者も早期から飲
酒を始めているが，家庭内の問題を認知していない
ケース」「親に飲酒習慣はないが，機能不全家族が
推測されるケース」の3タイプが見出せたと報告し
ている．
そして本対象者は，診断を受けても入院や再飲酒
を繰りかえし，事故による外傷やアルコールによる
後遺症を併発するようになるが，それでも断酒がま
まならないケースが少なくなかった．従来から指摘
されている断酒率の低さ18）19）20）21）22）23）や，断酒の
苦悩の裏返しといえるが，長い時間をかけて依存症
になったことを鑑みれば，治療の軌道に乗るにも回
復するにも，同じように長い時間を要するのかもし
れない．ちなみに，断酒率に関する最近のアルコー
ルクリニックのデータとして阿相ら24）は，平均年
齢62.4歳，平均通算デイケア歴6年，独居者が57％，
就労なしが90％，自助グループの参加なしが72.5％
であったデイケア利用者の飲酒状況について報告し
ているが，本人が認めた飲酒率は4.3％，本人は否
定するが飲酒が疑われる者は50.7％であったという．
これまでの予後調査は精神科病院やアルコール専門
病棟の退院者18）19）20），外来通院者22），断酒会員21）22），
断酒会退会者23）を対象としたもので結果は様々で
あるが，断酒率は決して高くない．治療や自助グルー
プの軌道に乗れる人もいれば，ドロップアウトして
しまう人もいるということと，いずれにせよ断酒継
続は本人にとって非常に困難な課題であり，その遂
行が「できて当たり前のことではない」ことを意味
しているといえよう．
なお断酒の苦悩を思い測るのに，アルコール依存
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症者と自殺関連事象との関係が参考になると考える．
赤澤ら25）は，全国の断酒会員を対象に対象者のこ
れまでの自殺関連事象（断酒会の仲間からの自殺念
慮の訴え，仲間の自殺未遂・企図，自身の自殺念慮，
自身の自殺の計画，自殺企図）の実態と，精神的健
康の程度を把握する目的で無記名自記式質問紙調査
を行っている．その結果，対象者の4分の1が断酒会
の仲間からの自殺念慮の訴えを，5割弱が仲間の自殺
未遂を，4割が仲間の自殺既遂を経験していたという．
また対象者の4割強が自身の自殺念慮を，2割が自身
の自殺企図を経験，後者についてその時期は，断酒
会につながる前が7割，断酒会につながった後も，
たとえば1割が自殺企図を行っていたと報告してい
る．さらに，3割に気分障害・不安障害の罹患が疑わ
れ，その割合は一般地域住民と比較して有意に高
かったという．これらのデータがそのまま本人の断
酒の苦悩に直結するわけではないが，［止めたては
相当きつい，すぐに職場に戻れない人もいる］［止
めたての頃は，しらふで生きるということは相当き
つい．断酒して職場復帰したときは，このままだと
酒を飲むと思ったので社長に直訴して他の部署に移
してもらった］というコードが示すように，本人が
飲酒でごまかしてきた葛藤にしらふで直面する苦悩
は計り知れず，それゆえの死への逃避である可能性
を否定できない．
1-2.	家族との関係
【依存症と家族関係】では，＜依存症の家族＞の
特徴として本人への過干渉や過保護，物質依存では
ない分本人以上に治りにくいこと，そういう家族も
知識を得れば対処法を学べること等が語られ，それ
とは別に＜父親への思い＞＜母親への思い＞＜兄弟
との確執＞＜妻への虐げ＞＜子どもとの関係＞が紹
介された．家族との関係性の修復が，また＜妻との
和解＞が課題であることが推察されたが，他に，父
親に対する両価的な思いや親を許したいけれど許す
のも苦しいといった苦悩，母親の絶対的な存在と，
母にとっても自分は絶対的な存在であるはずという
自己像，そうした親子間で放たれる母親からの暗黙
のメッセージとしての期待と圧力があった．「母親
が亡くなって解放された」というほどの母親の存在
の重さと，断酒後に生じる「母親への償いをしなけ
れば」という焦燥感があった．なおコード数は少な
いものの，兄弟との関係で不平不満や確執があった
こと，兄弟間の比較，それに対する抵抗があったこ
とがうかがわれた．そして妻と子どもとの関係では
＜妻への虐げ＞として，断酒してからの妻への暴力，
今は穏やかに生活していても妻はまだDVを引き
ずっていること，［殴る蹴るこそなかったが，奥さ
んだけは言葉の暴力でどんどんいじめていた］こと，
そして［断酒会で事務局もやっていた疲れが全部家
族の方にいった．外でできても家族とコミュニケー
ションがとれない，それでは配偶者も枯渇する］こ
とが示された．さらにそれが子どもを巻き込み，	
＜子どもとの関係＞として［妻が子どもを愚痴のは
け口にしていたのが悪かったが，妻にも愚痴のこぼ
し先がなくて子どもにいった］こと，［娘も妻から
の愚痴を引きずっている部分がある］こと，すなわ
ちストレスのはけ口が家庭内で円環していたことが
示された．
新井ら30）はアルコール依存症専門病棟に入院し
ている患者と当時同居していた家族15組へのインタ
ビューから，健康的な飲酒からアルコール依存症へ
と飲酒行動が変わっていくプロセスは，「お酒の効
用を求める」「直視し難い現実から逃れる」「健康上
の障害が出現する」「飲酒への自制が利かなくなっ
ていく」の4段階を辿っており，第2段階から患者と
家族の認識の相違が現れることを明らかにしている．
第3段階以降は，患者・家族間のコミュニケーショ
ンが不足することで認識や感情の相違が大きくなり，
第4段階では患者と家族の認識の共通点がなくなっ
て，家族からの飲酒に関する否定的な反応が患者の
否認と自己防衛を高めると報告している．したがっ
て患者と家族の問題認識のギャップが飲酒問題を深
刻化させることを考慮しつつ，患者・家族間の効果
的なコミュニケーション実現にむけて介入すること
が重要と述べている．コミュニケーションの歪みと
その放置が家族病理を悪化させることは間違いない．
そして，［妻から「アルコールだけじゃない，結
婚前はお袋依存，結婚後は妻依存で自立していな
い」といわれた］［5年目に妻からほっぽり出された
時は恨んだけれど，今になってみるとありがたさが
わかる］［自分は家庭を暗くしていないと思ってい
たがその裏で，自分の飲酒の愚痴や相談を妻が子ど
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もに毎日していたのだと思う］［子どもは常に愚痴
を受け止めて，だからよい子でいなければこの家に
いられないと思っていたのではないか］［自分は家
族に対して一番甘えが出る，しらふでは家族にお世
辞もいえないのが続いてきた］というように，＜妻
に気づかされた共依存＞や＜家族に対する甘え＞の
自覚もあった．家族との関係性の再構築，家族と向
き合うことの困難さが提示された．依存症家族に多
く見られる歪んだコミュニケーションのあり方を含
め，依存症病理の世代間連鎖の防止は喫緊の課題で
ある．韮沢31）は，アルコール専門機関で実施して
いる「子どもプログラム」を紹介している．その中
で，ACとは「アルコール問題を抱えた親のもとで
育った成人した子ども」を指すが，まだ大人になっ
ていない子どものための介入がどれだけなされてい
るだろうかと述べている．「子どもプログラム」（6
－12歳対象）の目的は，劇・ゲーム・描画・ロール
プレイ・その他のレクリエーションを通じて，世代
間連鎖の予防，子どものアルコール依存症の理解促
進，子どもが自分の感情を知り表現できるようにな
ること，親と子のコミュニケーション（遊び）を通
してセルフケアの技術を学ぶことであるという．こ
うしたプログラムが全国的に推進されていくことが
期待される．
1-3．依存症観
回復者として10年間断酒を続けたうえでもつ依存
症観として，【依存症とは】のサブカテゴリ＜器質
的な問題＞の［依存症は脳の病気．遺伝が45% と
いわれて遺伝ならしょうがないと納得できた］［で
きれば飲み続けたかったが，アルコールを一生もち
続けなければならない，1杯飲んでしまうとコント
ロールできなくて元に戻ってしまう体質］や，＜社
会生活や生き方の歪み＞の，［以前はお酒の力を借
りてなんとかやっていただけで，未熟だった］［た
だ恨む心が強かった．人を恨んで腹が立って，それ
に気づかずがむしゃらに飲んでいた］というような
典型的な依存症観がある一方，［薬もパチンコもお
金がかかる，お酒が一番安い．悪い依存が回ってそ
こから抜け出せなくなっていた］など，人間や社会
の本質と依存症を絡めて腑に落とす独自の依存症観
もあった．また，［AAや断酒会は自分にとってよ
い依存．酒を切らせてくれた］というように＜有益
な依存＞を見出してもいた．回復者のこれらの依存
症観は，依存症ストーリーを美化するわけでもなく，
卑下するわけでもなく，依存対象と一定の距離感を
もって捉えた依存症観といえるかもしれない．
2．回復者の回復観
2-1．回復過程
本対象者からは＜回復過程での危うさ＞としてド
ライドランクの状況，断酒による完璧感や万能感が
招いた高慢な感覚，依存対象のシフトが指摘された．
また［語気が強いと指摘されたら気をつけようと
思ったり，そんなふうに見えてくるのが７年目くら
いだった］というように，時間をかけて対人関係能
力や社会性の修正を図っていく様，それまで酒で不
得手を補っていた対人関係づくりをしらふで実践す
る苦悩が語られた．加えて，断酒継続したところで
＜さらに10年間たって変わったことと変わらないと
ころ＞があったことが明らかになった．変わったこ
とは第1に，＜回復を目指してから現在に至るまで
に感じた変化＞の［外面，内面の差がなくなってき
て，もともとの自分を全部出せている］といったコー
ドにあるように，他者や対象を過剰に意識した構え
や，自己開示の仕方の変化であり，対人関係をとる
のが楽になったという内容であった．第2は，さら
に10年という長い断酒生活ゆえに自分自身の経験に
加えて，仲間の経験から得た知識や知恵が豊富にな
り，断酒生活での工夫や断酒する姿勢の要について
説得力をもって提示できることであった．一方で変
わらないのは，家族との関係性であり［子どもとも
まだ面と向き合って話ができていない．当然，妻と
の会話もギスギスしているのが続いている］といっ
たコードにあるように，家族との関係性の真の再構
築は，回復の最終ステージで実現されることが示唆
された．さらなる10年をもっても変化し難いことは
家族との関係性の修復イコール，家族と向き合うこ
とであった．
なお前述の佐古16）は，アルコール依存症回復施
設の通所利用者が通所開始時に取り組んだことは，
社会参加（皆ととる食事，諸仕事・諸活動に参加す
る）や，生活習慣の改善，生活態度の変更（なげや
りにならない），対人関係づくり，飲まない環境づ
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くり，自立生活の促進（自分で決めたプログラムの
実践，金銭の自己管理），内面的問題に向き合うこ
と（依存の心の分析，自己を知る）であったと報告
している．また対象者の特徴として，病気の進行過
程で既婚者の7割が離婚を経験し，子育て期に子ど
もと離別していること，就労の困難ゆえに未就労者
が多いこと（診断後の就職なしが4割強）を述べて
いる．本結果からも，回復が新たな生き方の修得や
心構えといった抽象レベルのことだけではなく，た
とえば挨拶できることをはじめとした，個々の具体
的な生活行動の修正から始まること，結果的に就労
可能な者であれば仕事につくこと，納税者になるこ
とであることが示唆された．
2-2．回復観
【依存症からの回復とは】では，回復とは＜断酒
の継続および人や社会との向き合い方＞であり，酒
へのとらわれからの脱却だけではなく，自らを取り
巻く人々や環境，社会との関係を含めた包括的な回
復が意識されていた．［断酒歴は他の依存症者の回
復の手助けの歴史．断酒の年月ではなく熟成するこ
と，ただ断酒しただけで威張ったってしょうがな
い］［最終目標は社会の一員として共に生きていく
こと］［現実に生きる，地べたに足をつけて生きて
いること．幸せなんて簡単な言葉であるわけがな
い］などのコードが示すように，回復イコール断酒
ではなく人格変容も求められると感じていた．さら
に＜趣味を生かした地域貢献＞や＜仕事への価値づ
け＞が語られ，社会を視野に入れた己の立ち位置を
認識して，個人ではなく社会の構成メンバーとして，
社会復帰や社会貢献することを回復の指標としてい
た．その前提として，生活者としてのアイデンティ
ティを確保していることを重んじていた．また回復
には，自助グループのプログラムが有益であること
も強調されていた．
篠原26）は，アルコール依存症者が断酒会に参加
した後にどのような回復過程を歩むかを明らかにす
るためにアンケート調査を実施し，自由記載を内容
分析の手法を用いて分析している．結果として，入
会当初は断酒へのネットワークを維持することから
始まり，回復が進むにつれて SHG（セルフヘルプ
グループ）を活用し，SHG での役割をもつように
なり，断酒後3年を過ぎ，回復期に入ると SHG活動
を生活の中心に置き，会の運営に関わり，断酒会で
の中心的な役割を担い，会でのアイデンティティの
獲得と，新会員への支援を通して自己効力感を維持
し，己の体験を新しい参加者の体験に活かすように
なると述べている．自分の体験談を語り，他者の体
験談を聞くことによって自己洞察し，自己カウンセ
リングを行うようになるという．自助グループを媒
体とした新たな生き方の修得といえ，上記【依存症
からの回復とは】の＜断酒の継続および人や社会と
の向き合い方＞や，【自助グループ・中間施設】の
カテゴリで集約された＜自助グループの役割＞	
＜ AAについて＞＜断酒会について＞等で語られ
た，回復における自助グループの位置づけと一貫し
ている．
一方，斎藤27）はアルコール依存症者の回復を，「な
んらかの形で生活に行き詰まり，どん底感を味わ
う」「その結果，今までの行動を修正しようと考え
るようになり，他人の助言や指示を受け入れる謙虚
さが出てくる」「どん底感を飲酒に関連づけるよう
になり，『私は飲酒をコントロールできない』とい
う一種の敗北宣言をおこなう」「パワー幻想から醒
めて，高望みを捨てた着実な生活を志すようになり，
毎日の断酒をその基本と考えるようになる」という
4段階でモデル化している．また Zimberg28) は，依
存症になる背景には人生初期に依存欲求が充分にみ
たされず，常に過剰な依存欲求をもちながら生きて
いかざるを得ない人間が，しらふの対人関係におい
ていつも拒絶体験を繰り返し，究極の寂しさや不安
を感じるようになり，それらを紛らわすために酔い
を求めるという見解29）のもと，回復を「飲めない」
時期，「飲むまい」の時期，「飲む必要がない」時期
に段階化している．本対象者の回復過程も両者のそ
れに準ずるものであった．しかし強いていえば，断
酒継続したところで＜さらに10年間たって変わった
ことと変わらないところ＞が示すように，長期にわ
たる断酒ゆえに見えてくることの内訳が，本研究の
オリジナルな所見といえよう．対人関係をとるのが
楽になったことと，断酒生活での工夫や断酒する姿
勢の要について説得力をもって伝えられるように
なったこと，まだまだ不十分な家族関係の再構築の
3点である．
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また、より長いスパンでみれば＜回復を目指して
から現在に至るまでに感じた変化＞もオリジナルな
所見を提示している．ここでは［今は飲まないで生
かされている，色んなものが見えてきて，社会への
承認欲求と折り合いがついてきた］［当初は自助グ
ループの中でぐるぐるしていたが今は趣味を生かし
て地域の役に立ちたいと思っている］といったコー
ドが示すように，社会へのコミットメントと社会と
の折り合いが前景になっていた．また［最初の頃は
普通の回復者だった，それからの蓄積にいろんな栄
養が入っている］［タバコも止められた．AAのス
テップをまじめにやっていれば止められるんだよっ
て話した］［困難にぶつかった時に，周囲から得た
ものが身についていて引き出しができていたおかげ
で乗り越えられるようになった］というように，断
酒の継続や経験の積み重ねがますます人々や環境，
社会への適応力を高めていく様がうかがわれた．［仲
間もずいぶん亡くなった．大概の人は飲まないまま
最期を迎えた，別れは辛いけれどそれも力になる］
というように，仲間の死さえも肯定的に受け入れら
れる心の余裕と円熟も明示された．それが，今は	
＜生きるのではなく生かされている，「連れて歩く」
という考え方＞にシフトしたというような回復観を
育んだと推察される．
さらに＜断酒の継続および人や社会との向き合い	
方＞における［ある程度自分でできて初めて人の世
話をすることが大事，社会的に人並みでないと］［価
値観の違う人と会うことで，違うものの見方ができ
るようになる］［性格そのものは変わらない，人と
関わって軌道修正して続けていく］［回復とは生き
ること，穏やかに健康に感謝］というコードが示す
ように，上記回復観のベースには，回復者としての
謙虚な姿勢，それが築いた新たな人生観や社会観，
人間観があることがうかがわれた．加えて［アル中
になってよかったという気持ちはわかる］［アルコー
ル依存症だったのが自分の人生のステップ．依存症
にかかって新しく生き直して新しい人生ができた］
や，＜これからの自分と回復＞に集約された［モデ
ルとなる人がいて，その人を見ていると90過ぎまで
頑張れる気がする．素晴らしい生き方］といったコー
ドは，断酒し続けて他者を助けて，社会貢献する中
で得られる幸福感，回復の喜びを意味していると推
察する．
2-3．自助グループ等との関係
【自助グループ・中間施設】については，＜自助
グループの役割＞として，依存症者が人間らしく生
きるために必須な場であること，他の回復資源には
ない独自の役割を有することが認識されていた．他
にはAA，断酒会，その他の自助グループ，中間施設
の相違とそれらの比較，AAと断酒会以外の＜様々
な自助グループとその歴史＞についても語られたが，
自助グループは生成され，発展し，解体するという
ように常に変動していることが示唆された．さらに
10年間断酒継続する中でこそ学んだ自助グループ観
であり，己の回復ツールとしての位置づけであった
といえよう．究極的な問いとして提示された＜自助
グループに通うことをいつまで続けるか＞であるが，
臨床的にはできるだけ長期にわたって自助グループ
に通うことが推奨されているものの，個人特性や状
況によっても異なってこよう．この問いへの折り合
いのつけ方もある意味で，回復の指標といえるのか
もしれない．たとえば AAには「12の伝統」32）が
あるが，その中にメンバーの所属期間に関する記述
はなく，何年通うべき，通える限り最後まで通う，
といった原則は立てていない．これは断酒会でも同
様である．しかし現実的には多くのAAメンバー
や断酒会員は，可能な範囲で自助グループに通い続
けている．常にメンバーは回復し続けている状態と
いう解釈，または回復を終えたというステージはあ
り得ないという解釈に基づいているのかもしれない．
自助グループの種類とその相違に関しては，たと
えば安田33）は代表的なAAと断酒会について触れ，
AAはアメリカのAAの日本支部でもあるが，社会
や文化の違いからかスポンサーシップが根づいてお
らず，多くの集会がビギナーコースになっており，
真の回復を目指す支援ができにくい印象があると文
献を引用して述べている．また断酒会は会員制をと
り（匿名ではない），本人だけでなく家族も参加す
るなど日本独自の制度になっていること，妻主導で
断酒を強要し，家庭崩壊を防ぎ就労もできている例
などについては「病理温存の断酒」という批判もあ
り，回復とは何かを問われるシステムでもあること
を述べている．一方，酒井34）は，断酒会は「言いっ
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ぱなし，聞きっぱなし」という規則を設けて個人の
語りの自由を保障しながら，断酒継続という規範を
維持するという一見矛盾した語り合いが行われてい
ると指摘したうえで，集団での語り合いがどのよう
な仕組みで，参加する個人を断酒継続のための規範
に従わせているかを明らかにする目的で参加観察と
分析を行っている．その結果，必ずしも「断酒新生
指針」などに明文化されていない，判断の難しい問
題が語り合いの中で具体的に提示され，他の参加者
から評定を受ける仕組みが存在したこと，「言いっ
ぱなし，聞きっぱなし」という規則に加えて，「主
体の置換」「名挙げの省略」「脱焦点化」「カテゴリー
の拡大」といった巧妙な言語学的方略を用いること
で，個々の題材に適した緩和が行われ，直接性や批
判性が弱められていたことを述べている．そして日
本の断酒会には，AAをモデルとして構築されてき
た「自己物語の再構築」のためのストーリーモデル
提供とは異なる，断酒継続の仕組みがあると結論し
ている．
以上より，自助グループごとにメリットがあるこ
とから，本人（場合によってはその家族）が自助グ
ループに何を求めているかを自覚したうえで，自助
グループを選択していくことが望ましいと考える．
それは他の回復資源の選択においても同様であろう．
たとえば塩川ら35）は，酒害者家族教室（保健所内）
におけるメンバー同士の相互作用と保健師との交流
を分析し，グループにおけるエンパワメントを促進
する保健師の関わりを検討している．その結果保健
師は，無心で「聴いている」，メンバーのもってい
る力を引き出す「コーディネート」を行う，メンバー
の力を信じ「見守る」ことをグループ内で発揮し，
グループとメンバーのエンパワメントを促進してい
たと報告している．これらの関わりを可能にする保
健師の立場と視点として，メンバーと保健師は「違
う存在」で「対等な関係」であること，保健師は「生
活をみること」という視点をもって語りを聴いてい
たことを述べている．ここでは保健師という専門職
が当事者や家族に関わるアプローチが，自助グルー
プとは明らかに異なることが示唆されている．本人
や家族の回復ステージによっては，たとえば自助グ
ループにコミットするレディネスが十分でない段階
では，むしろ専門職が関わるプログラムやミーティ
ングの方がソフトで敷居が低い入口かもしれない．
そこに回復資源があるか否かではなく，どのような
種類の資源がどれだけあるのか，量と多様性が求め
られているといえよう．
最後に，＜自助グループの悩みと限界＞と＜自助
グループを自分で立ち上げた＞こと，＜回復者とし
て届けたい思い＞について考察する．自助グループ
や当事者団体は完全ではない．貴重な回復資源，社
会資源であったしても医療や専門機関とそこに従事
する専門職と同等のサービスを提供できるわけでは
なく，その必要もない．自助グループやそのメンバー
でなければできないことを遂行することが期待され
ている．本結果からは，［回復への支援は，自助グルー
プだけでよいわけではない］［自助グループ内だけ
でプログラムや人間関係をやっていくのでは不十分
ということが見えてきた］［世の中の人が普通にし
ていることができないと駄目だということに気づい
た．自助グループの中で完結すると思っていたのが，
意識が変わった］［日本の自助グループは固まって
完結してしまっていて，周りとの関わりを意外とし
ないできてしまっている］といったコードが見出せ
たが，これらはせっかく自助グループならではの
サービスを提供していても，そうした囲い（当事者
だけで集まること）自体が回復に負の影響を及ぼす
可能性，自助グループの存在の矛盾性を示唆してい
る．
前述の＜自助グループに通うことをいつまで続け
るか＞にも関連するが，自助グループを活用しなが
ら社会に戻ることと，自助グループから脱して，独
立して社会に戻ることのどちらを目指すかの相違と
もいえる．究極的な目標が断酒継続でなく，社会	
復帰であるのであれば後者の選択肢もあり得ること
になる．自助グループやピア・サポートについては
その定義や，仕組みや有用性に関する理論，具体的
な作り方と運営方法等については多くの著書がある
が36）37）38）39），個人にとっての終結（グループから
の離脱）に関する記述は少ない．自助グループの存
続自体に関しては，患者会等の当事者団体では，社
会のサービスが充実してその結果，当事者団体が活
動する必要性がなくなれば問題なし，会の継続その
ものを目的とするわけではないと宣言する会もある．
会の運営自体が目的化する危険性を示唆している．
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本人の自助グループからの独立，離脱はやはり個人
の価値観や状況によって様々と考える．ニーズは時
間軸に沿って変化していくことから，随時，自助グ
ループとの関係性を見直し，それが本来の己の目標
に沿ったものか否かを吟味していく必要があるのか
もしれない．
＜自助グループを自分で立ち上げた＞ことでは，
対象者の1名が断酒して20年目に後輩と一緒に自助
グループを作り，20年間運営して解散した過程が説
明された．［せめて10年くらいはお返ししようと後
輩のために一生懸命だった］［後輩と会を作ってか
らは無我夢中だった，絶対やめてはいけないと1回
も休んだことはなかった］といったコードにあるよ
うに，自身の断酒継続以上にエネルギーをかけた経
緯が示唆された．仲間への貢献や社会貢献という形
で飲酒欲求ないし，飲酒へのとらわれを昇華させて
いったことが推察される．自助グループへのよい意
味での依存ともいえよう．そして＜回復者として届
けたい思い＞では，［今飲んで混乱している当事者
や家族に，自分の経験を届けたい．アルコールから
1人でも多くの人が救われてほしい］［回復の過程を
話してあげるのが一番の近道．家族だけで集まる会
も今はあるし，本人はまた別の会にいって，という
ようにやっていければベスト］という篤い思いと，
一方で < 自助グループ等間の相違＞の［AA は本
人だけの集まりでまだ楽だった，二兎を追ってもう
まくいかない］というある意味では，これから自助
グループを選択する人にとって参照できるメッセー
ジもあった．［新しい人には自分で決めたことは破
るなという．週1くると決めたら仕事を休んでもく
るくらいに］というような叱咤激励をもって参加を
強制するメッセージもあれば，［人は人だからよい
意味で区別して関わりをもたずに見ていればよい．
AAは横の社会だが社会は縦の社会，よいも悪いも
なく上には屈服しなきゃいけないわけだから］と
いった，一息抜いた感じの助言もあった．多様な自
助グループがある中で，その活動の主軸がメッセー
ジ活動，ピア・サポートであることは共通している．
そうであれば，各回復者がどのようなメッセージを
送ってサポートできるかが，個人の回復のパフォー
マンス，成果物といえるかもしれない．今後の研究
課題として，回復者のメッセージ内容の発展や多様
化に焦点をあてた追跡ができると望ましいと考える．
Ⅴ . 本研究の限界と課題
本研究対象者は9名であり，かつ自助グループを
創設したり，自助グループで現在活躍している，あ
るいは貢献してきた人々である．長期にわたり断酒
を継続しているアルコール依存症回復者すべてを代
表するわけではない．また関東圏居住者であること
から，社会資源等の地域特性が，対象者の断酒や回
復過程に影響を及ぼしている可能性も否定できない．
すなわちそのまま一般化することには慎重になる必
要がある．したがって今後の課題としては，自助グ
ループへのコミットメントの相違や，地域特性の相
違等を視野に入れたうえでの，断酒継続者の依存症
観および回復観の掌握が目指されよう．
Ⅵ . 結論
10年前に断酒期間3年以上の要件でインタビュー
調査の協力を得たアルコール依存症回復者29名のう
ち，その後も断酒継続している9名を対象に半構造
化面接を行った．逐語録の内容を質的帰納的に分析
した結果，【依存症になる経緯とその後】【アルコー
ル依存症になる人の特徴】【依存症とは】【アルコー
ル依存症からの回復過程】【依存症からの回復とは】
【回復者として思うこと】【依存症と家族関係】【自
助グループ・中間施設】の8カテゴリおよび，50サ	
ブカテゴリが抽出された．アルコール依存症からの
＜回復過程での危うさ＞が強調され，それに対して
＜人間関係をきちんと構築する＞ことが目指されて
いた．＜断酒の苦悩＞は強烈であったが，それでも
断酒して，＜さらに10年間たって変わったことと変
わらないところ＞，熟成した依存症観と回復観，地
域貢献や就業へのコミットメントなどの今後の展望
が語られた．依存症と個人要因の関連に加えて，依
存症は生活と社会背景が密接に関連していると認識
し，そうした中で今は，＜生きるのではなく生かさ
れている，「連れて歩く」という考え方＞で臨んで
いた．家族関係では親や兄弟，妻，子どもなど，個
別の関係性とその歴史が紹介されたが，その中で共
依存，甘え，機能不全家族，AC等を学んでいた．【自
助グループ・中間施設】については，それぞれの役
割と相違，悩みと限界，また究極的な問いとして，
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＜自助グループに通うことをいつまで続けるか＞と
いう課題も示された．
本研究において利益相反はない．
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本研究のため2回にわたるインタビュー調査にご
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ます．
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